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ロ．再処理施設の一般構造

(ｌ) 計装設備 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，重大事故等

に対処するために監視することが必要なパラメータを計測できる設

計とする。 

計装設備 は，重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを

含む。）の直流電源の喪失その他の故障によ り重 大事故等に対処

するために監視することが必要なパラメータを計測することが困難

となった場合において，当該パラメータを推定するために有効な情

報を把握できる 設計と する。 

再処理施設には，再処理施設への故意による大型航空機の衝突そ

の他のテロリズムが発生した場合においても必要な情報を把握でき

る 設計と する。また，当該設備は，共通要因によって制御室と同

時にその機能が損なわれ 設計 とする。 
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ヘ．計測制御系統施設の設備 

  (ⅱ) 重大事故等対処設備 

(ａ) 計装設備 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，重大事故等に対

処するために監視することが必要なパラメータを計測できる設計とす

る。 

計装設備 は，重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）

の直流電源の喪失その他の故障により当該重大事故等に対処するため

に監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場

合において，再処理施設における重大事故等の事象進展速度や重大事

故等に対処するための時間的余裕の観点を考慮し，当該パラメータを

推定するために必要な設備を設ける設計とする。その他の故障として，

計測機器の故障（計装配管が損傷した場合を含む），計測範囲の超過及

び全交流動力電源の喪失を想定する。 

重大事故等が発生した場合，当該パラメータは「ヘ．(４)(ⅰ)(ａ)計測制

御装置」の情報把握計装設備，監視制御盤及び安全系監視制御盤を使

用して監視並びに記録する設備として兼用する設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ 及

び当該パラメータを推定するために有効な情報 は，パラメータの重要

性や計測に当たっての優先順位の明確化の観点から，以下の通り分類

する。 

再処理施設の状態を監視するパラメータのうち，当該重大事故等に

対処するために監視することが必要なパラメータ 及び当該パラメー

タを推定するために有効な情報 は，重大事故等の対策における各作業

手順に用いるパラメータ及び重大事故等に対する対策の有効性評価に
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用いるパラメータから抽出する（以下「抽出パラメータ」という。）。 

抽出パラメータのうち，重大事故等の発生防止対策及び拡大防止対

策等を成功させるために監視することが必要なパラメータを主要パラ

メータとする。また，抽出パラメータのうち，電源設備の受電状態，

重大事故等対処設備の運転状態又は再処理施設の状態を補助的に監視

するパラメータを補助パラメータとする。 

主要パラメータのうち，再処理施設の状態を直接監視するパラメー

タを重要監視パラメータとする。

主要パラメータのうち，再処理施設の状態を換算等により推定，又

は推測するパラメータを重要代替監視パラメータとする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類を第１表に

示す。 

重要代替監視パラメータが複数ある場合は，重要監視パラメータと

の相関性の高さ，検出器の種類及び使用環境条件を踏まえた確からし

さを考慮し，計測に当たっての優先順位を定める。 

重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと同一物理量のパ

ラメータを計測する異なる計測点(以下「他チャンネル」という。)が

ある場合は，重要代替監視パラメータとしていずれか１つの適切な他

チャンネルを選定し，計測する設計とする。また，重要監視パラメー

タを換算等により推定，又は推測可能なパラメータがある場合は，重

要代替監視パラメータとして計測する設計とする。 

重大事故等が発生した場合は，八、ハ．（２）第５表のうち「1.10 事

故時の計装に関する手順等」に示す対応手段等により，重要監視パラ

メータの計測に着手することで，再処理施設の状態を把握する手段を

有する設計とする。 

4



重要監視パラメータの計測が困難な場合は，重要代替監視パラメー

タの計測に着手することで，再処理施設の状態を推定，又は推測する

手段を有する設計とする。 

主要パラメータを計測する設備のうち，重要監視パラメータを計測

する設備を重要計器，重要代替監視パラメータを計測する設備を重要

代替計器とし，重大事故等の発生要因に応じて対処に有効な設備を使

用する設計とする。 

重要計器及び重要代替計器は再処理施設の状態を推定するための

計測範囲を有する設計とする。 

重要監視パラメータは，外的事象による安全機能の喪失を要因とし

て重大事故等が発生した場合には，可搬型重要計器を使用して計測す

る設計とする。また，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全

交流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合には，可搬

型重要計器又は常設重要計器を使用して計測する設計とする。重要監

視パラメータを計測する可搬型重要計器は重大事故等対処設備として

配備する。重要監視パラメータを計測する常設重要計器のうち，設計

基準対象の施設である計測制御設備の常設計器を重大事故等対処設備

として位置付けるとともに，八、ハ．（２）第５表のうち「1.1 臨界事故

の拡大を防止するための手順等」及び「1.4 有機溶媒等による火災又

は爆発に対処するための手順等」の常設計器を重大事故等対処設備と

して設置する。 

重要代替監視パラメータは，外的事象による安全機能の喪失を要因

として重大事故等が発生した場合には，可搬型重要代替計器を使用し

て計測する設計とする。また，内的事象による安全機能の喪失を要因

とし，全交流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合に
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は，常設重要代替計器を使用して計測する設計とする。重要代替監視

パラメータを計測する可搬型重要代替計器は，重大事故等対処設備と

して配備する。重要代替監視パラメータを計測する常設重要代替計器

のうち，設計基準対象の施設である計測制御設備の常設計器を重大事

故等対処設備として位置付けるとともに，八、ハ．（２）第５表のうち「1.1 

臨界事故の拡大を防止するための手順等」及び「1.4 有機溶媒等によ

る火災又は爆発に対処するための手順等」の常設計器を重大事故等対

処設備として設置する。主要パラメータの計測概要図を第 194 図から

第 196 図に示す。 

可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，計測方式に応じて設計

基準対象の施設である計測制御設備の計装導圧配管及び温度計ガイド

管（以下「計装配管」という。）を使用する設計とする。計装配管は重

大事故等対処設備として位置付ける。 

可搬型パラメータを計測するために必要な設備のうち可搬型重要

計器及び可搬型重要代替計器の電源は，重大事故等が発生した場合に

おいて，乾電池，充電池又は「ヘ．(４)(ⅰ)(ａ)計測制御装置」の情報把計

装設備から給電することにより，計測可能な設計とする。 

また，八、ハ．（２）第５表のうち「1.5 使用済燃料貯蔵槽の冷却等

のための手順等」に用いる一部のパラメータの監視及び可搬型重要計

器の冷却に必要な，可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬

型空冷ユニット及び可搬型計測ユニット用空気圧縮機を重大事故等対

処設備として配備する。可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，

可搬型空冷ユニット及び可搬型計測ユニット用空気圧縮機は，外部保

管エリアに保管し，対策時は建屋近傍の屋外に設置し使用する。 

可搬型計測ユニットは，パラメータの計測に必要な圧縮空気及び可
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搬型空冷ユニットに必要な圧縮空気を供給する機能を有する設計とす

る。可搬型計測ユニットにおいて必要な圧縮空気は，可搬型計測ユニ

ット用空気圧縮機から供給する設計とする。 

可搬型監視ユニットは，可搬型重要計器で計測する燃料貯蔵プール

等水温，燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等空間線量率及び燃

料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメータをユニット内で監視

可能な機能を有する設計とする。また，可搬型監視ユニットには，「ヘ．

(４)(ⅰ)(ａ)計測制御装置」の使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集

装置を搭載可能 な設 計とする。 

可搬型空冷ユニットは，可搬型計測ユニットから供給される圧縮空

気を冷却する機能を有する設計とする。冷却した圧縮空気は，燃料貯

蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）を計

測する可搬型重要計器に供給することで，崩壊熱による使用済燃料貯

蔵槽の水の温度上昇及び沸騰による使用済燃料貯蔵槽周辺の温度及び

湿度の上昇を考慮しても，可搬型重要計器の機能を損なわない設計と

する。 

また，可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型空冷ユニ

ットに必要な電源は，「四、Ａ．リ．(１)(ⅰ)(ｂ)(ロ)１)代替電源設備」の使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機から供給する設計と

する。 

可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型空冷ユニット及

び可搬型計測ユニット用空気圧縮機の系統構成を第 197 図に示す。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯

蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパ

ラメータを計測する常設重要計器は，自然現象，外部人為事象，溢水，
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化学薬品漏えい，火災及び内部発生飛散物に対して代替設備による機

能の確保，修理等の対応，使用済燃料の再処理の停止等により重大事

故等に対処するための機能を損なわない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温及び燃料

貯蔵プール等空間線量率のパラメータを計測する可搬型重要計器は，

常設重要計器と共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれ

がないように，常設重要計器が設置される建屋から 100ｍ以上の離隔

距離を確保した外部保管エリアに保管するとともに，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋にも保管することで位置的分散を図る。 

計装設備の可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型空冷

ユニット，可搬型計測ユニット用空気圧縮機及び燃料貯蔵プール等水

位，燃料貯蔵プール等水温，代替注水設備流量，スプレイ設備流量，

燃料貯蔵プール等空間線量率，燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）

のパラメータを計測する可搬型重要計器は，常設重要計器と共通要因

によって同時にその機能が損なわれるおそれがないように，故障時バ

ックアップを含めて必要な数量を常設重要計器が設置される建屋から

100ｍ以上の離隔距離を確保した複数の外部保管エリアに分散して保

管することで位置的分散を図る。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯

蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパ

ラメータを計測する常設重要計器は，安全機能を有する施設として使

用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用すること

により，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯

蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパ

8



ラメータを計測する常設重要計器は，外部からの衝撃による損傷を防

止できる使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に設置し，風（台風）等により

機能を損なわない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯

蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパ

ラメータを計測する常設重要計器は，森林火災発生時に消防車による

事前散水による延焼防止を図るとともに代替設備により機能を損なわ

ない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状

態（監視カメラ）を計測する可搬型重要計器は，可搬型計測ユニット，

可搬型監視ユニット，可搬型空冷ユニット及び可搬型計測ユニット用

空気圧縮機により冷却した圧縮空気を供給することで使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋内の環境温度，湿度を考慮しても機能を損なわない設計

とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温及び燃料

貯蔵プール等空間線量率のパラメータを計測する可搬型重要計器は，

外部からの衝撃による損傷を防止できる使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

及び外部保管エリアに保管し，風（台風）等により機能を損なわない

設計とする。 

計装設備の代替注水設備流量，スプレイ設備流量及び燃料貯蔵プー

ル等状態（監視カメラ）のパラメータを計測する可搬型重要計器は，

外部からの衝撃による損傷を防止できる外部保管エリアに保管し，風

（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯

蔵プール等空間線量率のパラメータを計測する可搬型重要計器は，溢
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水量及び化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの保管

及び被水，被液防護する設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯

蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパ

ラメータを計測する常設重要計器は，再処理施設の運転中又は停止中

に，模擬入力による機能，性能の確認及び校正並びに外観の確認が可

能な設計とする。 

計装設備の可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型空冷

ユニット，可搬型計測ユニット用空気圧縮機及び燃料貯蔵プール等水

位，燃料貯蔵プール等水温，代替注水設備流量，スプレイ設備流量，

燃料貯蔵プール等空間線量率，燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）

のパラメータを計測する可搬型重要計器は，模擬入力による機能，性

能の確認及び校正並びに外観の確認が可能な設計とする。 

計装設備は，設計基準対象の施設である計測制御設備と共通要因に

よって同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，複数の場所に

保管することで 可能な限り多様性及び位置的分散を図るとともに環

境条件等を考慮した設計とする。 

パラメータの計測に必要な電源は，「四、Ａ．リ．(１)(ⅰ)電気設備」

の一部及び「ヘ．(４)(ⅰ)制御室等」の情報把握計装設備により電源を供

給する設計とする。また，パラメータの計測に必要な圧縮空気は，

可搬型計測ユニット用空気圧縮機，「四、Ａ．リ．(１)(ⅱ)圧縮空気設備」

の安全圧縮空気系，一般圧縮空気系 及び 可搬型空気圧縮機から空気

を供給する設計とする。 

可搬型重要計器及び常設重要計器の一部は，ＭＯＸ燃料加工施設と

共用する。 
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共用する可搬型重要計器及び常設重要計器は，再処理施設及びＭＯ

Ｘ燃料加工施設における重大事故等対処に同時に対処することを考慮

し，対処に必要となる計測範囲及び個数を確保することで，共用によ

って重大事故等時の対処に影響を及ぼさない設計とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，再処理施設へ

の故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発生した場合に

おいても，当該事象に対処するために把握することが必要なパラメー

タとして 計測する 設計とする。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

が発生した場合において必要なパラメータを把握 し記録 する設備と

して，常設重要計器，常設重要代替計器，可搬型重要計器及び可搬型

重要代替計器を使用するとともに，「ヘ．(４)(ⅰ)制御室等」の計測制御

装置及び「四、Ａ．リ．(４)(ⅸ) 緊急時対策所」の緊急時対策建屋情報

把握設備を再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合において必要な情報を把握し 記録 する設備

として兼用する設計とする。 

可搬型重要計器，可搬型重要代替計器，常設重要計器及び常設重要

代替計器により計測したパラメータは，「ヘ．(４)(ⅰ)制御室等」の計測

制御装置及び「四、Ａ．リ．(４)(ⅸ) 緊急時対策所」の緊急時対策建屋

情報把握設備に伝送し，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室並びに緊急時対策所において必要な情報を共有する

ことにより，共通要因によって制御室と同時に必要な情報を把握する

機能が損なわれない設計とする。 

(イ) 主要な設備 

［可搬型重大事故等対処設備］ 
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可搬型空冷ユニットＡ 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型空冷ユニットＢ 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型空冷ユニットＣ 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型空冷ユニットＤ 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型空冷ユニットＥ 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型計測ユニット 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型監視ユニット 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機 

個  数   ３ （予備として故障時及び待機除外時の

バックアップを２台） 
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第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（１／７） 
 

事象 
番

号 

重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管との 

接続 

温度計ガイド管 

との接続 常設計器 可搬型計器 

（
１
） 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備 

① 

放射線レベル 常設重要計器 可搬型重要計器 － － 

[放射線レベル（他チャンネ

ル）]※1 
常設重要代替計器 － － － 

② 貯槽掃気圧縮空気流量 － 可搬型重要計器 － － 

③ 

廃ガス貯留槽圧力※2 常設重要計器 － － － 

[廃ガス貯留槽圧力（他チャンネ

ル）]※1 
常設重要代替計器 － － － 

④ 

廃ガス貯留槽入口流量※2 常設重要計器 － 〇 － 

[廃ガス貯留槽入口流量（他チャ

ンネル）]※1 
常設重要代替計器 － 〇 － 

⑤ 

廃ガス貯留槽放射線レベル 常設重要計器 － － － 

[廃ガス貯留槽放射線レベル（他

チャンネル）]※1 
常設重要代替計器 － － － 

⑥ 

溶解槽圧力 常設重要計器※13 － 〇 － 

[溶解槽圧力（他チャンネル）] 
※1 

常設重要代替計器※13 － 〇 － 

⑦ 

廃ガス洗浄塔入口圧力※3 常設重要計器※13 － 〇 － 

[廃ガス洗浄塔入口圧力（他チャ

ンネル）]※1  
常設重要代替計器※13 － 〇 － 

 

  

13



   

第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（２／７） 
 

事象 
番

号 

重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管との 

接続 

温度計ガイド管 

との接続 
常設計器 可搬型計器 

（
２
） 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備 

① 

貯槽等温度※4 常設重要計器※13 可搬型重要計器 － 〇 

[貯槽等温度（他チャンネル）] 

※1 
常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － 〇 

［冷却コイル通水流量］※1 － 可搬型重要代替計器 － － 

［内部ループ通水流量］※1 － 可搬型重要代替計器 － － 

［貯槽等液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

② 

貯槽等液位※2 常設重要計器※13  可搬型重要計器 〇 － 

[貯槽等液位（他チャンネル）] 

※1 
常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

［貯槽等温度］※1 常設重要代替計器※13 可搬型重要代替計器 － 〇 

［貯槽等注水流量］※1 － 可搬型重要代替計器 － － 

［凝縮水回収セル液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

［凝縮水槽液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

③ 

凝縮器出口排気温度 － 可搬型重要計器 － 〇 

［貯槽等液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

［凝縮水回収セル液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

［凝縮水槽液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

④ 
セル導出ユニットフィルタ差

圧※4 
－ 可搬型重要計器 － － 

⑤ 代替セル排気系フィルタ差圧※4 － 可搬型重要計器 － － 

⑥ 

凝縮水回収セル液位※5 常設重要計器※13  可搬型重要計器 〇 － 

凝縮水槽液位 常設重要計器※13  可搬型重要計器 〇 － 

［貯槽等液位］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

［凝縮器出口排気温度］※1 － 可搬型重要代替計器 － 〇 
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第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（３／７） 

 

事象 番号 
重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管との 

接続 

温度計ガイド管 

との接続 常設計器 可搬型計器 

 

（
２
） 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
） 

⑦ 膨張槽液位 － 可搬型重要計器 － － 

⑧ 
内部ループ通水圧力 

冷却コイル圧力 
－ 可搬型重要計器 － － 

⑨ 

セル導出経路圧力※6 常設重要計器※13 可搬型重要計器 〇 － 

[セル導出経路圧力（他チャンネ

ル）]※1 
常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

⑩ 

導出先セル圧力※4 － 可搬型重要計器 － － 

[導出先セル圧力（他チャンネ

ル）]※1 
－ 可搬型重要代替計器 － － 

⑪ 

漏えい液受皿液位※7 － 可搬型重要計器 〇 － 

[漏えい液受皿液位（他チャンネ

ル）]※1 
－ 可搬型重要代替計器 〇 － 

⑫ 排水線量 － 可搬型重要計器 － － 

⑬ 凝縮器通水流量 － 可搬型重要計器 － － 

⑭ 冷却コイル通水流量 － 可搬型重要計器 － － 

⑮ 内部ループ通水流量 － 可搬型重要計器 － － 

⑯ 貯槽等注水流量 － 可搬型重要計器 － － 

⑰ 建屋給水流量 － 可搬型重要計器 － － 
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第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（４／７） 
 

事象 番号 
重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管との 

接続 

温度計ガイド管 

との接続 常設計器 可搬型計器 

（
３
） 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備 

① 

圧縮空気自動供給貯槽圧力 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

［貯槽掃気圧縮空気流量］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

② 

圧縮空気自動供給ユニット圧力 － 可搬型重要計器 － － 

［貯槽掃気圧縮空気流量］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

③ 

機器圧縮空気自動供給ユニット

圧力 
－ 可搬型重要計器 － － 

［貯槽掃気圧縮空気流量］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

④ 

圧縮空気手動供給ユニット接続

系統圧力 
－ 可搬型重要計器 〇 － 

［貯槽掃気圧縮空気流量］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

⑤ 

貯槽掃気圧縮空気流量 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

[貯槽掃気圧縮空気流量（他チャ

ンネル）]※1 
常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

［水素掃気系統圧縮空気の圧

力］※1 
常設重要代替計器※13 可搬型重要代替計器 － － 

[かくはん系統圧縮空気圧力]※1 － 可搬型重要代替計器 － － 

[セル導出ユニット流量]※1 － 可搬型重要代替計器 － － 

⑥ 

水素掃気系統圧縮空気の圧力 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

[貯槽掃気圧縮空気流量]※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

⑦ 

かくはん系統圧縮空気圧力 － 可搬型重要計器 － － 

[貯槽掃気圧縮空気流量]※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

⑧ 

セル導出ユニット流量 － 可搬型重要計器 － － 

[貯槽掃気圧縮空気流量]※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

⑨ 

貯槽等水素濃度 － 可搬型重要計器 〇 － 

［貯槽掃気圧縮空気流量］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － － 

［貯槽等温度］※1 常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － 〇 
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第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（５／７） 
 

事象 番号 
重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管との 

接続 

温度計ガイド管 

との接続 常設計器 可搬型計器 

（
３
） 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る

た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
） 

⑩ 
セル導出ユニットフィルタ差圧

※8 
－ 可搬型重要計器 － － 

⑪ 代替セル排気系フィルタ差圧※8 － 可搬型重要計器 － － 

⑫ 

セル導出経路圧力※9 常設重要計器※13  可搬型重要計器 〇 － 

[セル導出経路圧力（他チャンネ

ル）] ※1 
常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 〇 － 

⑬ 

導出先セル圧力※8 － 可搬型重要計器 － － 

[導出先セル圧力（他チャンネ

ル）] ※1 
－ 可搬型重要代替計器 － － 

⑭ 

貯槽等温度※3 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － 〇 

[貯槽等温度（他チャンネル）] 

※1 
常設重要代替計器※13  可搬型重要代替計器 － 〇 

[貯槽等水素濃度] ※1 － 可搬型重要代替計器 〇 － 
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第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（６／７） 
 

事象 番号 
重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管との 

接続 

温度計ガイド管 

との接続 常設計器 可搬型計器 

（
４
） 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備 

① 

プルトニウム濃縮缶供給槽液位※

8 
常設重要計器※13 － 〇 － 

［供給槽ゲデオン流量］ 常設重要代替計器※13 － 〇 － 

② 

プルトニウム濃縮缶加熱蒸気温

度 
常設重要計器※13 － － 〇 

[プルトニウム濃縮缶加熱蒸気温

度（他チャンネル）] ※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

［プルトニウム濃縮缶圧力］※1 常設重要代替計器※13 － 〇 － 

［プルトニウム濃縮缶気相部温

度］※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

［プルトニウム濃縮缶液相部温

度］※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

③ 

プルトニウム濃縮缶圧力 常設重要計器※13 － 〇 － 

［プルトニウム濃縮缶気相部温

度］※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

［プルトニウム濃縮缶液相部温

度］※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

④ 

プルトニウム濃縮缶気相部温度 常設重要計器※13 － － 〇 

［プルトニウム濃縮缶圧力］※1 常設重要代替計器※13 － 〇 － 

［プルトニウム濃縮缶液相部温

度］※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

⑤ 

プルトニウム濃縮缶液相部温度 
※4 

常設重要計器※13 － － 〇 

［プルトニウム濃縮缶圧力］※1 常設重要代替計器※13 － 〇 － 

［プルトニウム濃縮缶気相部温

度］※1 
常設重要代替計器※13 － － 〇 

⑥ 

廃ガス貯留槽圧力※10 常設重要計器 － － － 

[廃ガス貯留槽圧力（他チャンネ

ル）] ※1 
常設重要代替計器 － － － 

⑦ 

廃ガス貯留槽入口流量※10 常設重要計器 － 〇 － 

[廃ガス貯留槽入口流量（他チャ

ンネル）] ※1 
常設重要代替計器 － 〇 － 

⑧ 

廃ガス洗浄塔入口圧力※9 常設重要計器※13 － 〇 － 

[廃ガス洗浄塔入口圧力（他チャ

ンネル）] ※1 
常設重要代替計器※13 － 〇 － 
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第１表 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの種類（７／７） 
 

事象 番号 
重要監視パラメータ及び 

重要代替監視パラメータ 

パラメータを計測する計器 計装導圧配管 

との接続 

温度計ガイド管 

との接続 常設計器 可搬型計器 

（
５
） 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設

備 

① 燃料貯蔵プール等水位 常設重要計器※13 可搬型重要計器 － － 

② 燃料貯蔵プール等水温 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

③ 代替注水設備流量 － 可搬型重要計器 － － 

④ スプレイ設備流量 － 可搬型重要計器 － － 

⑤ 燃料貯蔵プール等空間線量率※11 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

⑥ 
燃料貯蔵プール等状態（監視カ

メラ）※11 
常設重要計器※13 可搬型重要計器 － － 

（
６
） 

工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑

制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備 

① 放水砲流量※14 － 可搬型重要計器 － － 

② 放水砲圧力※14 － 可搬型重要計器 － － 

③ 燃料貯蔵プール等空間線量率※12 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

④ 
燃料貯蔵プール等状態（監視カ

メラ）※12 
常設重要計器※13 可搬型重要計器 － － 

⑤ 建屋内線量率 常設重要計器※13  可搬型重要計器 － － 

（
７
） 

重
大
事

故
等
へ
の
対
処
に

必
要
と
な
る
水
の

供
給
に
必
要
な
計

装
設
備 

① 貯水槽水位※14 常設重要計器 可搬型重要計器 － － 

② 第 1貯水槽給水流量※14 － 可搬型重要計器 － － 

※1 ［ ］は重要代替監視パラメータを示す 

※2 「(４) 有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備」と兼用する設備 

※3 「(２) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備」及び「(４) 有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備」 

と兼用する設備 

※4 「(３) 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備」と兼用する設備 

※5 「(２) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備 ⑪漏えい液受皿の液位」と兼用する設備 

※6 「(１) 臨界事故の拡大を防止するための設備」，「(３) 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備」及び 

「(４) 有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備」と兼用する設備 

※7 「(２) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備 ⑥凝縮水回収セル液位」と兼用する設備 

※8 「(２) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備」と兼用する設備 

※9 「(１) 臨界事故の拡大を防止するための設備」及び「(２) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備」 

と兼用する設備 

※10「(１) 臨界事故の拡大を防止するための設備」と兼用する設備 

※11「(６) 工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための設備」と兼用する設備 

※12「(５)  使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備」と兼用する設備 

※13「設計基準対象の施設」と兼用する設備 

※14「ＭＯＸ燃料加工施設」と共用する設備 
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1.9.43 計装設備 

（計装設備） 

第四十三条 再処理施設には、重大事故等が発生し、計測機器（非常

用のものを含む。）の直流電源の喪失その他の故障により当該重大事

故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測する

ことが困難となった場合において当該パラメータを推定するために

有効な情報を把握できる設備を設けなければならない。 

２ 再処理施設には、再処理施設への故意による大型航空機の衝突そ

の他のテロリズムが発生した場合においても必要な情報を把握でき

る設備を設けなければならない。 

３ 前項の設備は、共通要因によって制御室と同時にその機能が損な

われないものでなければならない。 

（解釈） 

第４３条（計装設備） 

１ 第１項に規定する「直流電源の喪失」とは、設計基準の要求によ

り措置されている保安電源設備の直流電源を喪失することをいう。 

２ 第１項に規定する「パラメータを推定するために有効な情報を把

握できる」とは、テスターと換算表を用いて必要な計測を行うこと

等をいう。 

３ 第２項に規定する「必要な情報を把握できる」とは、発生する事

故の特徴から、作業可能な状態が比較的長時間確保できる可能性が

ある場合には、施設の遠隔操作に代えて、緊急時のモニタや施設制

御を現場において行うことを含むものとする。 

４ 第３項に規定する「共通要因によって制御室と同時にその機能が
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損なわれない」とは、第４６条に規定する「緊急時対策所」に、「必

要な情報を把握できる設備」を備えることにより制御室と同時に機

能を喪失しないことをいう。 

 

 適合のための設計方針 

第１項について 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，重大事故等に対

処するために監視することが必要なパラメータを計測できる設計とす

る。 

計装設備は，重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含

む。）の直流電源の喪失その他の故障により重大事故等に対処するた

めに監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった

場合において，当該パラメータを推定するために有効な情報を把握で

きる設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ及び

当該パラメータを推定するために有効な情報を把握するための設備と

して，パラメータを計測するために必要な設備を重大事故等対処設備

として設置又は配備する。また、パラメータを計測するために必要な

設備のうち、設計基準対象の施設と兼用する設備は，重大事故等対処

設備として位置付ける。 

第２項について 

再処理施設には，再処理施設への故意による大型航空機の衝突そ

の他のテロリズムが発生した場合において，制御室及び緊急時対策

所において必要な情報を把握するために，パラメータを計測するた

めに必要な設備及び大型航空機の衝突等が発生した場合において必
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要な情報を把握し記録する設備を設ける設計とする。  

パラメータを計測するために必要な設備は，再処理施設への故意に

よる大型航空機の衝突その他のテロリズムが発生した場合においても

当該事象に対処するために把握することが必要なパラメータを計測す

る設計とする。 

大型航空機の衝突等が発生した場合において必要な情報を把握し記

録する設備は，「6.2.5 制御室」の計測制御装置を兼用する設計とす

る。 

第３項について 

大型航空機の衝突等が発生した場合において必要な情報を把握し記録

する設備は，「9.16 緊急時対策所」に，「必要な情報を把握できる設

備」を設置するとともに，「6.2.5 制御室」の計測制御装置により制御

室及び緊急時対策所へ必要な情報を伝送し，かつ，監視及び記録するこ

とにより，共通要因によって制御室と同時に必要な情報を把握する機能

が損なわれない設計とする。 
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添付書類六の下記項目参照 

1.7.18 重大事故等対処施設に関する設計 

6. 計測制御系統施設 

9. その他再処理設備の附属設備 

添付書類八の下記項目参照 

  5. 重大事故の発生及び拡大の防止に必要な 

措置を実施するために必要な技術的能力 
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6.2 重大事故等対処設備 

6.2.1 計装設備 

6.2.1.1 概要 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，重大事故等に対処す

るために監視することが必要なパラメータを計測できる設計とする。 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，計測機器（非常用の

ものを含む。）の直流電源の喪失その他の故障により重大事故等に対処する

ために監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場

合，再処理施設における重大事故等の事象進展速度や重大事故等に対処す

るための時間的余裕の観点を考慮し，当該パラメータを推定するために有

効な情報を把握できる設計とする。その他の故障として，計測機器の故障

（計装配管が損傷した場合を含む），計測範囲の超過及び全交流動力電源の

喪失を想定する。 

  また，再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

が発生した場合において，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の制御室並びに緊急時対策所で必要な情報を把握するために，重大事故

等に対処するために監視することが必要なパラメータを把握する設備を使

用するとともに，「6.2.5 制御室」の計測制御装置，「9.17.2 重大事故等対

処設備」の通信連絡設備及び「9.16 緊急時対策所」の緊急時対策建屋情報

把握設備を再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムが発生した場合において必要な情報を把握し記録する設備として兼用す

る設計とする。 

計装設備は，重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメ

ータを把握する設備及び再処理施設への故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムが発生した場合において必要な情報を把握し記録する設備
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で構成する。 

  重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把握す

る設備は，重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ

及び当該パラメータを推定するために有効な情報を把握するための設備で

あり，臨界事故の拡大を防止するために必要な計装設備，冷却機能の喪失

による蒸発乾固に対処するために必要な計装設備，放射線分解により発生

する水素による爆発に対処するために必要な計装設備，有機溶媒等による

火災又は爆発に対処するために必要な計装設備，使用済燃料貯蔵槽の冷却

等のために必要な計装設備，工場等外への放射性物質等の放出を抑制する

ために必要な計装設備及び重大事故等への対処に必要となる水の供給に必

要な計装設備で構成する。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把握

する設備の一部は，ＭＯＸ燃料加工施設と共用する。 

主要パラメータを計測する設備の計測概要図を第6.2.1－１図，第6.2.1

－２図，第6.2.1－３図及び第6.2.1－４図に示す。 

  再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発生

した場合において必要な情報を把握し記録する設備は，「6.2.5 制御室」

の計測制御装置及び「9.16 緊急時対策所」の緊急時対策建屋情報把握設

備で構成する。 

 

29



6.2.1.2 設計方針 

 (１) パラメータの選定方針 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，重大事故等に対処

するために監視することが必要なパラメータを計測できる設計とする。 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，計測機器（非常用

のものを含む。）の直流電源の喪失その他の故障により重大事故等に対

処するために監視することが必要なパラメータを計測することが困難

となった場合，再処理施設における重大事故等の事象進展速度や重大事

故等に対処するための時間的余裕の観点を考慮し，当該パラメータを推

定するために有効な情報を把握できる設計とする。その他の故障として，

計測機器の故障（計装配管が損傷した場合を含む。），計測範囲の超過及

び全交流動力電源の喪失を想定する。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ及び

当該パラメータを推定するために有効な情報は，パラメータの重要性や

計測に当たっての優先順位の明確化の観点から，以下のとおり分類する。 

再処理施設の状態を監視するパラメータのうち，重大事故等に対処す

るために監視することが必要なパラメータ及び当該パラメータを推定

するために有効な情報は，「添付書類八 5. 重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的能力」のうち，以下

の作業手順に用いるパラメータ及び「添付書類八 7. 重大事故等に対

する対策の有効性評価」において監視を行うパラメータから抽出する

（以下「抽出パラメータ」という。）。 

   ・1.臨界事故の拡大を防止するための手順等 

・2.冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための手順等 

・3.放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための手順 
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等 

・4.有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための手順等 

・5.使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

・6.工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための手順等 

・7.重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等 

・8.電源の確保に関する手順等 

・9.事故時の計装に関する手順等 

   なお，以下の作業手順に用いるパラメータについては，重大事故等の

発生防止対策，拡大防止対策を実施するための手順ではないため，各々

の手順において整理する。 

   ・10. 制御室の居住性等に関する手順等 

・11. 監視測定等に関する手順等 

・12. 緊急時対策所の居住性等に関する手順等 

・13. 通信連絡に関する手順等 

   抽出パラメータのうち，重大事故等の発生防止対策及び拡大防止対策

等を成功させるために把握することが必要なパラメータを主要パラメ

ータとする。また，抽出パラメータのうち，電源設備の受電状態，重大

事故等対処設備の運転状態及び再処理施設の状態を補助的に監視する

パラメータを補助パラメータとする。 

主要パラメータのうち，再処理施設の状態を直接監視するパラメータ

を重要監視パラメータとする。 

主要パラメータのうち，再処理施設の状態を換算等により推定，又は

推測するパラメータを重要代替監視パラメータとする。 

重要代替監視パラメータが複数ある場合は，重要監視パラメータとの

相関性の高さ，検出器の種類及び使用環境条件を踏まえた確からしさを
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考慮し，計測に当たっての優先順位を定める。 

重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと同一物理量のパラ

メータを計測する異なる計測点(以下「他チャンネル」という。)がある

場合は，重要代替監視パラメータとしていずれか１つの適切な他チャン

ネルを選定し，計測する設計とする。また，重要監視パラメータを換算

等により推定，又は推測可能なパラメータがある場合は，重要代替監視

パラメータとして計測する設計とする。 

重大事故等が発生した場合は，「添付書類八 第5－１表 重大事故

等対処における手順の概要（10／14）」に示す対応手段等により，重要

監視パラメータの計測に着手することで，再処理施設の状態を把握する

手段を有する設計とする。 

重要監視パラメータの計測が困難となった場合は，「添付書類八 第5

－１表 重大事故等対処における手順の概要（10／14）」に示す対応手

段等により，重要代替監視パラメータの計測に着手することで，再処理

施設の状態を推定，又は推測可能な手段を有する設計とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測範囲，重大事

故時における変動範囲及び重大事故等対処設備の個数を第6.2.1－１表，

重要代替監視パラメータによる重要監視パラメータの推定方法を第

6.2.1－２表，補助パラメータの対象を第6.2.1－３表に示す。 

故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発生した場合に

おいて必要な情報として把握するパラメータは，「添付書類八 5.2 

大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムへの対応における事項」の対処を行うために整備する以下の３つの活

動を行うための手順で用いるパラメータとする。 

   ・大規模な火災が発生した場合における消火活動に関する手順等 
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・燃料貯蔵プール等の水位を確保するための対策及び燃料体の著しい

損傷を緩和するための対策に関する手順等 

・放射性物質及び放射線の放出を低減するための対策に関する手順等 

これらの活動は，「添付書類八 添付１ 重大事故の発生及び拡大の

防止に必要な措置を実施するために必要な技術的能力」のうち，「1. 臨

界事故の拡大を防止するための手順等」，「2. 冷却機能の喪失による蒸

発乾固に対処するための手順等」，「3. 放射線分解により発生する水

素による爆発に対処するための手順等」，「4. 有機溶媒等による火災又

は爆発に対処するための手順等」，「5. 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のた

めの手順等」，「6. 工場等外への放射性物質等の放出を抑制するため

の手順等」，「7. 重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等」，

「8.電源の確保に関する手順等」及び「9. 事故時の計装に関する手順

等」に用いる重大事故等対処設備にて当該活動を行うことから，パラメ

ータの選定においてはこれを網羅したパラメータ選定を行う設計とす

る。 
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 (２)  重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備の設計方針 

計装設備は，重大事故等が発生した場合において，重要監視パラメー

タ及び重要代替監視パラメータを計測できる設備として，重大事故等に

対処するために監視することが必要なパラメータを把握する設備を設

ける設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備の分類として，重要監視パラメータを計測する計器を重要計

器，重要代替監視パラメータを計測する計器を重要代替計器とする。重

要計器は常設重要計器及び可搬型重要計器，重要代替計器は常設重要代

替計器及び可搬型重要代替計器とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，重要監視パラメータを計測する常設重要計器，常設重要

代替計器，可搬型重要計器，可搬型重要代替計器を用いてパラメータを

計測できる設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，重大事故等の発生要因に応じて対処に有効な計器を使用

する設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備のうち可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器の電源は，重

大事故等が発生した場合において，乾電池，充電池又は「6.2.5 制御

室」の情報把計装設備から給電することにより，計測可能な設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備のうち圧縮空気を必要とする可搬型重要計器及び可搬型重

要代替計器は，重大事故等が発生した場合において，代替圧縮空気から

34



圧縮空気の供給を受けることにより，計測可能な設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備の一部は，ＭＯＸ燃料加工施設と共用する。 

   重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把握

する設備を第6.2.1－４表に示す。 

 

 (３)  再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが

発生した場合において必要な情報を把握し記録する設備の設計方針 

再処理施設は，再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムが発生した場合において，中央制御室，使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所で必要な情報を把握する

ために，重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ

を把握する設備及び再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムが発生した場合において必要な情報を把握し記録する設備

を設ける設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備及び再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合において必要な情報を把握し記録する設備は，

共通要因によって制御室と同時に必要な情報を把握し記録する機能が損

なわれない設計とする。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合においても当該事象に対処するために把握す

ることが必要なパラメータを計測する設計とする。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが

35



発生した場合において必要な情報を把握し記録する設備は，「6.2.5 

制御室」の計測制御装置の監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握

計装設備，「9.17.2 重大事故等対処設備」の通信連絡設備の所内デー

タ伝送設備であるプロセスデータ伝送サーバ，「9.16 緊急時対策所」

の緊急時対策建屋情報把握設備のデータ収集装置，データ表示装置，情

報収集装置及び情報表示装置を兼用する設計とする。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが

発生した場合の必要な情報の把握及び記録は，「6.2.5 制御室」の計測

制御装置の監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計装設備，

「9.16 緊急時対策所」の緊急時対策建屋情報把握設備のデータ収集装

置，データ表示装置，情報収集装置及び情報表示装置が有する監視及び

記録機能を使用することで，再処理施設への故意による大型航空機の衝

突その他のテロリズムが発生した場合においても必要な情報として把

握するパラメータの把握及び記録が制御室及び緊急時対策所において

可能な設計とする。 

中央制御室及び緊急時対策所へ伝送するパラメータは，第6.2.1－４

表に示す。 
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 (４) 重大事故等対処施設に関する設計方針 

ａ．多様性，位置的分散 

基本方針については，「1.7.18 (１)ａ．多様性，位置的分散」に示す。 

計装設備の重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと共通要

因によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，異なる物理

量の計測又は計測方式により換算表等を用いて推定することで，重要監

視パラメータに対して可能な限り多様性を有する設計とする。 

計装設備の重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと共通要

因によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，重要監視パ

ラメータを計測する箇所と異なる箇所で計測することにより，重要監視

パラメータと可能な限り位置的分散を図る設計とする。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，地震等により機能

が損なわれる場合，代替設備による機能の確保により機能を維持する設

計とする。また，必要に応じて使用済燃料の再処理を停止する等の手順

を整備する。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯蔵

プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメ

ータを計測する常設重要計器は，自然現象，外部人為事象，溢水，化学

薬品漏えい，火災及び内部発生飛散物に対して代替設備による機能の確

保，修理等の対応，使用済燃料の再処理の停止等により重大事故等に対

処するための機能を損なわない設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，常設重要計器

及び常設重要代替計器と共通要因によって同時にその機能が損なわれる

おそれがないように，故障時バックアップを含めて必要な数量を常設重

要計器及び常設重要代替計器が設置される建屋から 100ｍ以上の離隔距
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離を確保した複数の外部保管エリアに分散して保管することで位置的分

散を図る。または，常設重要計器及び常設重要代替計器が設置される建

屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保した外部保管エリアに保管するとと

もに，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋及び制御建屋にも保管することで

位置的分散を図る。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温及び燃料貯

蔵プール等空間線量率のパラメータを計測する可搬型重要計器は，常設

重要計器と共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれがない

ように，常設重要計器が設置される建屋から 100ｍ以上の離隔距離を確

保した外部保管エリアに保管するとともに，使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋にも保管することで位置的分散を図る。 

計装設備の可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型空冷ユ

ニット，可搬型計測ユニット用空気圧縮機及び燃料貯蔵プール等水位，

燃料貯蔵プール等水温，代替注水設備流量，スプレイ設備流量，燃料貯

蔵プール等空間線量率，燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメ

ータを計測する可搬型重要計器は，常設重要計器と共通要因によって同

時にその機能が損なわれるおそれがないように，故障時バックアップを

含めて必要な数量を常設重要計器が設置される建屋から 100ｍ以上の離

隔距離を確保した複数の外部保管エリアに分散して保管することで位置

的分散を図る。 
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 ｂ．悪影響防止 

   基本方針については，「1.7.18 (１)ｂ．悪影響防止」に示す。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，他の設備から独立

して単独で使用可能なことにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計

とする。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，安全機能を有する

施設として使用する場合と同様に重大事故等対処設備として使用する

ことにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯蔵

プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメ

ータを計測する常設重要計器は，安全機能を有する施設として使用する

場合と同様に重大事故等対処設備として使用することにより，他の設備

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

屋外に保管する計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器

は，竜巻により飛来物とならないよう必要に応じて固縛等の措置をとる

ことで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 
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 ｃ．個数・容量 

   基本方針については，「1.7.18 (２)個数及び容量」に示す。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，重大事故等の対処

に必要なパラメータを計測するために必要な計測範囲を有する設計とす

るとともに，動的機器の単一故障を考慮した予備を含めた数量以上を有

する設計とする。 

ＭＯＸ燃料加工施設と共用する計装設備の常設重要計器及び常設重要

代替計器は，重大事故等の対処に必要なパラメータを計測するために必

要な計測範囲を有する設計とするとともに，動的機器の単一故障を考慮

した予備を含めた数量以上を有する設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，重大事故等の

対処に必要なパラメータを計測するために必要な計測範囲を有する設計

とする。保有数は，必要数を確保するとともに，予備として故障時及び

保守点検による待機除外時のバックアップを必要数以上確保する。 

ＭＯＸ燃料加工施設と共用する計装設備の可搬型重要計器及び可搬型

重要代替計器は，重大事故等の対処に必要なパラメータを計測するため

に必要な計測範囲を有する設計とする。保有数は，必要数を確保すると

ともに，予備として故障時及び保守点検による待機除外時のバックアッ

プを必要数以上確保する。 
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 ｄ．環境条件等 

   基本方針については，「1.7.18 (３)ａ．環境条件」に示す。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器を接続する計装配

管は，「1.7.18(５)地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」

に基づく設計とすることでその機能を損なわない設計とする。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，外部からの衝撃に

よる損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プル

トニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋に設置し，風（台

風）等により機能を損なわない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯蔵

プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメ

ータを計測する常設重要計器は，外部からの衝撃による損傷を防止でき

る使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に設置し，風（台風）等により機能を損

なわない設計とする。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，地震等により機能

が損なわれる場合，代替設備による機能の確保により機能を維持する設

計とする。また，必要に応じて使用済燃料の再処理を停止する等の手順

を整備する。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，溢水量及び化学薬

品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの設置及び被水，被液防

護する設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，外部からの衝

撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・

プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋，制御建屋及
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び第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に保管し，風（台風）等

により機能を損なわない設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温及び燃料貯

蔵プール等空間線量率のパラメータを計測する可搬型重要計器は，外部

からの衝撃による損傷を防止できる使用済燃料受入れ・貯蔵建屋及び第

１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に保管し，風（台風）等によ

り機能を損なわない設計とする。 

計装設備の代替注水設備流量，スプレイ設備流量及び燃料貯蔵プール

等状態（監視カメラ）のパラメータを計測する可搬型重要計器は，外部

からの衝撃による損傷を防止できる第１保管庫・貯水所及び第２保管

庫・貯水所に保管し，風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

計装設備の常設重要計器は，森林火災発生時に消防車による事前散水

による延焼防止を図るとともに代替設備により機能を損なわない設計と

する。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯蔵

プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメ

ータを計測する常設重要計器は，森林火災発生時に消防車による事前散

水による延焼防止を図るとともに代替設備により機能を損なわない設計

とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態

（監視カメラ）を計測する可搬型重要計器は，可搬型計測ユニット，可

搬型監視ユニット，可搬型空冷ユニット及び可搬型計測ユニット用空気

圧縮機により冷却した圧縮空気を供給することで使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋内の環境温度，湿度を考慮しても機能を損なわない設計とする。 

42



計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，風（台風）及

び竜巻に対して，風（台風）及び竜巻による風荷重を考慮し，必要によ

り当該設備の転倒防止，固縛等の措置を講じて保管する設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，「1.7.18(５)地

震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基づく設計とす

ることでその機能を損なわない設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，溢水量及び化

学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの保管及び被水，被

液防護する設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯蔵

プール等空間線量率のパラメータを計測する可搬型重要計器は，溢水量

及び化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの保管及び被

水，被液防護する設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，内部発生飛散

物の影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋，制御建屋，使用済

燃料受入れ・貯蔵建屋及び外部保管エリアの内部発生飛散物の影響を受

けない場所に保管することにより，機能を損なわない設計する。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，積雪及び火山

の影響に対して，積雪に対しては除雪する手順を，火山の影響（降下火

砕物による積載荷重）に対しては除灰及び屋内へ配備する手順を整備す

る。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，想定される重

大事故等が発生した場合においても操作に支障がないように，線量率の

高くなるおそれの少ない場所を選定することで操作可能な設計とする。 
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 ｅ．操作性の確保 

   基本方針については，「1.7.18 (４)ａ．操作性の確保」に示す。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器と「添付書類六 

6.2.5.3 主要設備の仕様」の情報把握計装設備又はその他の重大事故等

対処設備との接続は，ネジ接続，コネクタ接続又はより簡便な接続方式

を用いる設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器と計装配管は，容

易かつ確実に接続でき，かつ，複数の計装配管と相互に使用することが

できるよう，口径並びに内部流体の圧力及び温度に応じた簡便な接続方

式を用いる設計とする。 
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6.2.1.3 主要設備及び仕様 

  計装設備の主要設備の仕様を第6.2.1－４表に示す。 
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6.2.1.4 系統構成及び主要設備 

 (１) 系統構成 

再処理施設には，重大事故等が発生した場合において，重大事故等に

対処するために監視することが必要なパラメータ及び当該パラメータ

を推定するために有効な情報を把握するために，重大事故等に対処する

ために監視することが必要なパラメータを把握する設備を重大事故等

対処設備として設置又は配備する。また，重大事故等に対処するために

監視することが必要なパラメータを把握する設備のうち，設計基準対象

の施設と兼用する設備は，重大事故等対処設備として位置付ける。 

再処理施設には，再処理施設への故意による大型航空機の衝突等が発

生した場合において，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の制御室並びに緊急時対策所で必要な情報を把握するために，重大事

故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把握する設

備及び再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

が発生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備を設置又は

配備する。また，パラメータを計測するために必要な設備のうち，設計

基準対象の施設と兼用する設備は，重大事故等対処設備として位置付け

る。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，臨界事故の拡大を防止するために必要な計装設備，冷却

機能の喪失による蒸発乾固に対処するために必要な計装設備，放射線分

解により発生する水素による爆発に対処するために必要な計装設備，有

機溶媒等による火災又は爆発に対処するために必要な計装設備，使用済

燃料貯蔵槽の冷却等のために必要な計装設備，工場等外への放射性物質

等の放出を抑制するために必要な計装設備及び重大事故等への対処に
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必要となる水の供給に必要な計装設備で構成する。また，各々の計装設

備は，常設重要計器，常設重要代替計器，可搬型重要計器，可搬型重要

代替計器により構成する。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備は，「6.2.5 制

御室」の計測制御装置の監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計

装設備，「9.17.2 重大事故等対処設備」の通信連絡設備の所内データ

伝送設備であるプロセスデータ伝送サーバ，「9.16 緊急時対策所」の

緊急時対策建屋情報把握設備のデータ収集装置，データ表示装置，情報

収集装置及び情報表示装置で構成する。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，重大事故等の発生要因に応じて，常設重要計器，可搬型

重要計器，常設重要代替計器又は可搬型重要代替計器を用いて計測する。

また，可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，計測方式に応じて設

計基準対象の施設である計測制御設備の計装導圧配管及び温度計ガイ

ド管（以下「計装配管」という。）に接続して計測する。 

常設重要計器は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流

動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，重要監

視パラメータを計測する。 

常設重要代替計器は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全

交流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，重

要代替監視パラメータを計測する。 

可搬型重要計器は，外的事象による安全機能の喪失を要因として重大

事故等が発生した場合において，重要監視パラメータを計測する。また，

可搬型重要計器は，内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事
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故等が発生した場合においても，重要監視パラメータを計測する。 

可搬型重要代替計器は，外的事象による安全機能の喪失を要因として

重大事故等が発生した場合において，重要代替監視パラメータを計測す

る。また，可搬型重要代替計器は，内的事象による安全機能の喪失を要

因として重大事故等が発生した場合においても，重要代替監視パラメー

タを計測する。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備のうち可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，充電池，

乾電池又は「6.2.5 制御室」の情報把握計装設備から電源を給電する

ことにより，重大事故等が発生した場合においても計測可能である。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備のうち圧縮空気を必要とする可搬型重要計器及び可搬型重

要代替計器は，可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器に附属の計測用

ボンベから必要な空気を供給又は「9.3.2.1 代替安全圧縮空気系」の

可搬型空気圧縮機又は可搬型計測ユニット用空気圧縮機から必要な圧

縮空気の供給を受けることにより，重大事故等が発生した場合において

も計測可能である。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，大型航空機の衝突等が発生した場合においても当該事象

に対処するために把握することが必要なパラメータを計測する。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備は，内的事象に

よる安全機能の喪失を要因とした場合に用いる設計基準対象の施設であ

る計測制御設備により，中央制御室へ重大事故等に対処するために監視

することが必要なパラメータを把握する設備で計測したパラメータを伝
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送することにより，「6.2.5 制御室」の計測制御装置の監視制御盤及び安

全系監視制御盤で監視及び記録できる。また，設計基準対象の施設であ

る計測制御設備及び「9.17.2 重大事故等対処設備」の通信連絡設備の

所内データ伝送設備であるプロセスデータ伝送サーバを用いて，緊急時

対策所へ必要なパラメータを伝送することにより，「9.16 緊急時対策

所」の緊急時対策建屋情報把握設備のデータ収集装置及びデータ表示装

置で監視及び記録できる。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備は，外的事象及

び内的事象による安全機能の喪失を要因とした場合に 

用いる「6.2.5 制御室」の計測制御装置の情報把握計装設備である可搬

型情報収集装置，情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間伝送用無

線装置を用いて中央制御室へ重大事故等に対処するために監視すること

が必要なパラメータを把握する設備で計測したパラメータを伝送する

ことにより，「6.2.5 制御室」の計測制御装置の情報把握計装設備であ

る可搬型情報収集装置及び可搬型情報表示装置で監視及び記録できる。

また，建屋間伝送用無線装置を用いて緊急時対策所へ重大事故等に対処

するために監視することが必要なパラメータを把握する設備で計測した

パラメータを伝送することにより，「9.16 緊急時対策所」の緊急時対策

建屋情報把握設備の情報収集装置及び情報表示装置で監視及び記録で

きる。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備は，中央制御室

及び緊急時対策所へ必要なパラメータを伝送し，かつ，監視及び記録す

ることから，共通要因によって中央制御室と緊急時対策所において，同
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時に必要な情報を把握する機能が損なわれなるおそれは無い。 

中央制御室及び緊急時対策所へ伝送するパラメータは，第6.2.1－４表

に示す。 

 

 (２) 主要設備 

 ａ．重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把握

する設備 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合において，計器の故障又は計測に必要な計器電源の喪失

を想定し，重要監視パラメータを可搬型重要計器により計測する。また，

重要監視パラメータを計測する可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷

した場合を含む。）又は計測範囲の超過により，計測することが困難と

なった場合は，重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計器により計

測する。 

内的事象による安全機能の喪失を要因とし全交流動力電源喪失及び

直流電源喪失により計器の電源が喪失した場合は，外的事象による安全

機能の喪失を要因として重大事故等が発生した場合と同等の設備を用

いることにより，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計

測が可能である。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし全交流動力電

源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，重要監視パラ

メータを常設重要計器又は可搬型重要計器にて計測する。重要監視パラ

メータを計測する常設重要計器又は可搬型重要計器の故障（計装配管が

50



損傷した場合を含む。），若しくは計測範囲の超過により，計測すること

が困難となった場合，重要監視パラメータを換算等により推定，又は推

測するための重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計器にて計測，

重要代替監視パラメータを他チャンネルの常設重要代替計器にて計測

又は重要監視パラメータを可搬型重要計器にて計測する。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを把

握する設備は，大型航空機の衝突等が発生した場合においても当該事象

に対処するために把握することが必要なパラメータを計測する。 

 

 (ａ) 臨界事故の拡大を防止するための設備に必要な計装設備 

   臨界事故の拡大を防止するための設備に必要な計装設備の常設重要計

器及び常設重要代替計器の一部は，常設重大事故等対処設備として設置

する。 

   臨界事故の拡大を防止するための設備に必要な計装設備の可搬型重要

計器及び可搬型重要代替計器は，可搬型重大事故等対処設備として配備

する。 

   臨界事故の拡大を防止するための設備に必要な計装設備の常設重要計

器及び常設重要代替計器の一部は，常設重大事故等対処設備として位置

付ける。 

また，可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器を接続する常設重要計

器及び常設重要代替計器の計装配管も，常設重大事故等対処設備として

位置付ける。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 
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［常設重大事故等対処設備］  

    常設重要計器 

    常設重要代替計器 

    計装配管 

    安全圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

    電気設備（9.2 電気設備） 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

    可搬型重要計器※１ 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

 (ｂ) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備に必要な計装

設備 

   冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備に必要な計装設

備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，可搬型重大事故等対処

設備として配備する。 

   冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備に必要な計装設

備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，常設重大事故等対処設備と

して位置付ける。 

   また，可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器を接続する常設重要計

器及び常設重要代替計器の計装配管も，常設重大事故等対処設備として

位置付ける。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．外的事象による安全機能の喪失を要因とした重大事故等の発生時に

使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］ 
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    計装配管 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型重要計器※１ 

可搬型重要代替計器※１ 

    可搬型空気圧縮機（9.3.2.1 代替安全圧縮空気系） 

   ※１：計器に附属の計測用ボンベ，充電池及び乾電池を含む。 

 

  ⅱ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］  

    常設重要計器 

    常設重要代替計器 

    計装配管 

    安全圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

    一般圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

    電気設備（9.2 電気設備） 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

    可搬型重要計器※１ 

    可搬型重要代替計器※１ 

    可搬型空気圧縮機（9.3.2.1 代替安全圧縮空気系） 

※１：計器に附属の計測用ボンベ，充電池及び乾電池を含む。 

 

 (ｃ) 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備に

必要な計装設備 

   放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備に必
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要な計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，可搬型重大

事故等対処設備として配備する。 

   放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備に必

要な計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，常設重大事故等

対処設備として位置付ける。 

また，可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器を接続する常設重要計

器及び常設重要代替計器の計装配管も，常設重大事故等対処設備として

位置付ける。 

   放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備に必

要な計装設備の可搬型重要計器のうち，可搬型水素濃度計については，

重大事故時の環境条件における検出器への影響及び系統構成を考慮し，

冷却器，吸着剤カラム，真空ポンプ，検出器を搭載した計測システムと

して構成する設計とする。 

   冷却器は，計測する気体を検出器の使用温度範囲に冷却する装置であ

る。 

   吸着剤カラムは，計測する気体に含まれる硝酸を吸着する装置である。 

   真空ポンプは，水素爆発の発生を想定する機器から，計測する気体を

吸引し，検出器に導く装置である。 

水素濃度の計測のために吸引した気体は，系外への漏えいが発生しな

いよう，計測後は水素爆発を想定する機器内又は塔槽類廃ガス処理設備

などの一時閉じ込め内に気体を戻す構成とすることで，汚染の拡大を低

減できる設計とする。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．外的事象による安全機能の喪失を要因とした重大事故等の発生時に

使用する設備 
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   ［常設重大事故等対処設備］ 

    計装配管 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 

    可搬型重要計器※１ 

可搬型重要代替計器※１ 

可搬型空気圧縮機（9.3.2.1 代替安全圧縮空気系） 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

  ⅱ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］  

    常設重要計器 

常設重要代替計器 

計装配管 

安全圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

電気設備（9.2 電気設備） 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型重要計器※１ 

可搬型重要代替計器※１ 

可搬型空気圧縮機（9.3.2.1 代替安全圧縮空気系） 

※１：計器に附属の計測用ボンベ，充電池及び乾電池を含む。 

 

 (ｄ) 有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備に必要な計装

設備 

   有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備に必要な計装設
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備の常設重要計器及び常設重要代替計器の一部は，常設重大事故等対処

設備として設置する。 

   有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備に必要な計装設

備の常設重要計器及び常設重要代替計器の一部は，常設重大事故等対処

設備として位置付ける。 

また，可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器を接続する常設重要計

器及び常設重要代替計器の計装配管も，常設重大事故等対処設備として

位置付ける。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］  

    常設重要計器 

常設重要代替計器 

計装配管 

安全圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

一般圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

電気設備（9.2 電気設備） 

 

 (ｅ) 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備に必要な計装設備 

   使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備に必要な計装設備の可搬型重

要計器及び可搬型重要代替計器は，可搬型重大事故等対処設備として配

備する。 

   使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備に必要な計装設備の常設重要

計器及び常設重要代替計器は，常設重大事故等対処設備として位置付け
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る。 

使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備に必要な計装設備の可搬型

重要計器のうち，可搬型燃料貯蔵プール等水位計（エアパージ式），可

搬型燃料貯蔵プール等温度計（測温抵抗体），可搬型燃料貯蔵プール等

状態監視カメラ，可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（線量率計）は， 

崩壊熱による使用済燃料貯蔵槽の水の温度上昇及び沸騰による使用済

燃料貯蔵槽周辺の温度及び湿度の上昇を考慮し，これらの影響を受けな

い使用済燃料受入れ・貯蔵建屋外の近傍において監視可能な設計とする。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋外の近傍において監視するための設備と

して，「9.2 電気設備」の使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型

発電機，可搬型計測ユニット用空気圧縮機，可搬型計測ユニット，可搬

型監視ユニットを配備する。 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機は，可搬型燃料貯蔵プール等水位計

（エアパージ式）の計測に必要な圧縮空気を供給するための設備である。 

可搬型計測ユニットは，「9.2 電気設備」の使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設可搬型発電機及び可搬型計測ユニット用空気圧縮機から

供給されたユーティリティを，可搬型監視ユニットに分配する機能を有

する設備である。 

可搬型監視ユニットは，可搬型燃料貯蔵プール等水位計（エアパージ

式），可搬型燃料貯蔵プール等温度計（測温抵抗体），可搬型燃料貯蔵プ

ール等状態監視カメラ，可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（線量率

計）で計測した指示値の監視機能を有する設備である。 

可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ，可搬型燃料貯蔵プール等空

間線量率計（線量率計）は，計測方式の特徴として検出器本体を使用済

燃料受入れ・貯蔵建屋内に設置することから，当該建屋内の温度，湿度
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の影響から保護するため，当該検出器に冷却空気を供給可能な設計とす

るとともに，冷却空気の製造，供給機能を有する設備として可搬型空冷

ユニットを配備する。 

可搬型空冷ユニットにて製造した冷却空気は，当該ユニットから検出

器に供給する構成とする。 

可搬型空冷ユニットの動作に必要な電源及び冷却空気源の圧縮空気

は，「9.2 電気設備」の使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発

電機，可搬型計測ユニット用空気圧縮機から可搬型計測ユニットを介し

て供給する設計とする。 

可搬型監視ユニット，可搬型計測ユニット，可搬型計測ユニット用空

気圧縮機，可搬型空冷ユニット，「9.2 電気設備」の使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機は，けん引車にて設置場所までけん引

可能な設計とするとともに，けん引車を配備する。 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機及びけん引車への燃料の補給は，

「9.14 補機駆動用燃料補給設備」の軽油貯蔵タンクローリから燃料を

補給可能な設計とする。 

主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．外的事象による安全機能の喪失を要因とした重大事故等の発生時に

使用する設備 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 

    可搬型重要計器※１ 

可搬型監視ユニット 

可搬型計測ユニット 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機 

可搬型空冷ユニット 
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けん引車 

   ［代替電源設備］ 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機（9.2 電気設

備） 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

  ⅱ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］  

    常設重要計器 

常設重要代替計器 

電気設備（9.2 電気設備） 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 

    可搬型重要計器※１ 

可搬型計測ユニット 

可搬型監視ユニット 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機 

可搬型空冷ユニット 

けん引車 

   ［代替電源設備］ 

    使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機（9.2 電気設

備） 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

 (ｆ) 工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための設備に必要な計
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装設備 

   工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための設備に必要な計装

設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，可搬型重大事故等対

処設備として配備する。 

   工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための設備に必要な計装

設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，常設重大事故等対処設備

として位置付ける。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．外的事象による安全機能の喪失を要因とした重大事故等の発生時に

使用する設備 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 

    可搬型重要計器※１ 

可搬型監視ユニット 

可搬型計測ユニット 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機 

可搬型空冷ユニット 

けん引車 

   ［代替電源設備］ 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機（9.2 電気設

備） 

※１：計器に附属の計測用ボンベ，充電池及び乾電池を含む。 

 

  ⅱ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］  
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常設重要計器 

電気設備（9.2 電気設備） 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型重要計器※１ 

可搬型計測ユニット 

可搬型監視ユニット 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機 

可搬型空冷ユニット 

けん引車 

   ［代替電源設備］ 

    使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機（9.2 電気設

備） 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

 (ｇ) 重大事故等への対処に必要となる水の供給設備に必要な計装設備 

   重大事故等への対処に必要となる水の供給設備に必要な計装設備の可

搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，可搬型重大事故等対処設備と

して配備する。 

   重大事故等への対処に必要となる水の供給設備に必要な計装設備の常

設重要計器及び常設重要代替計器は，常設重大事故等対処設備として位

置付ける。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

  ⅰ．外的事象による安全機能の喪失を要因とした重大事故等の発生時に

使用する設備 

   ［可搬型重大事故等対処設備］ 
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可搬型重要計器※１ 

   ［代替電源設備］ 

情報把握計装設備可搬型発電機（6.2.5 制御室） 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

  ⅱ．内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失

を伴わない重大事故等の発生時に使用する設備 

   ［常設重大事故等対処設備］  

    常設重要計器 

電気設備（9.2 電気設備） 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型重要計器※１ 

［代替電源設備］ 

情報把握計装設備可搬型発電機（6.2.5 制御室） 

※１：充電池及び乾電池を含む。 

 

   常設計器及び可搬型計器の機器配置概要図を第6.2.1－５図から第

6.2.1－105図に示す。 

 

 ｂ．再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備 

   再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備は，外的事象に

よる安全機能の喪失及び内的事象による安全機能の喪失を要因として

重大事故等が発生した場合と同等の設備を用いることにより，中央制御
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室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所

へ必要なパラメータへの伝送，監視及び記録ができる。 

   再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発

生した場合においても必要な情報を把握し記録する設備は，「6.2.5 制

御室」の計測制御装置の監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計

装設備，「9.17.2 重大事故等対処設備」の通信連絡設備の所内データ伝

送設備であるプロセスデータ伝送サーバ，「9.16 緊急時対策所」の緊急

時対策建屋情報把握設備のデータ収集装置，データ表示装置，情報収集

装置及び情報表示装置を，再処理施設への故意による大型航空機の衝突

その他のテロリズムが発生した場合においても必要な情報を把握し記録

する設備として兼用する。 

   主要な設備は，以下のとおりとする。 

  ［常設重大事故等対処設備］ 

   常設重要計器 

   常設重要代替計器 

計装配管 

安全圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

一般圧縮空気系（9.3 圧縮空気設備） 

電気設備（9.2 電気設備） 

監視制御盤（6.2.5 制御室） 

安全系監視制御盤（6.2.5 制御室） 

情報把握計装設備用屋内伝送系統（6.2.5 制御室） 

建屋間伝送用無線装置（6.2.5 制御室） 

情報収集装置（9.16 緊急時対策所） 

情報表示装置（9.16 緊急時対策所） 
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データ収集装置（9.16 緊急時対策所） 

データ表示装置（9.16 緊急時対策所） 

直流電源設備（添付書類六 9.2 電気設備） 

計測制御用交流電源設備（添付書類六 9.2 電気設備） 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型重要計器※１ 

可搬型重要代替計器※１ 

可搬型計測ユニット 

可搬型監視ユニット 

可搬型計測ユニット用空気圧縮機 

可搬型空冷ユニット 

けん引車 

前処理建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

分離建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

精製建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御

室） 

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

制御建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

制御建屋可搬型情報表示装置（6.2.5 制御室） 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置（6.2.5 制御室） 

第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置（6.2.5 制御室） 

情報把握計装設備可搬型発電機（6.2.5 制御室） 
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前処理建屋可搬型発電機（9.2 電気設備） 

分離建屋可搬型発電機（9.2 電気設備） 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機（9.2 電気設備） 

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機（9.2 電気設備） 

制御建屋可搬型発電機（9.2 電気設備） 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機（9.2 電気設備） 

可搬型空気圧縮機（9.3.2.1 代替安全圧縮空気系） 

通信連絡設備（添付書類六 9.17 通信連絡設備） 

代替通信連絡設備（添付書類六 9.17 通信連絡設備） 

※１：計器に附属の計測用ボンベ，充電池及び乾電池を含む。 
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6.2.1.5 試験・検査 

  「1.7.18 (４) ｂ．試験・検査性」に示す基本方針を踏まえ以下のとお

り設計する。 

計装設備の常設重要計器及び常設重要代替計器は，再処理施設の運転中

又は停止中に模擬入力による性能確認及び校正並びに外観の確認が可能な

設計とする。 

計装設備の燃料貯蔵プール等水位，燃料貯蔵プール等水温，燃料貯蔵プ

ール等空間線量率及び燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメータ

を計測する常設重要計器は，再処理施設の運転中又は停止中に，模擬入力

による機能，性能の確認及び校正並びに外観の確認が可能な設計とする。 

計装設備の可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器は，再処理施設の運

転中又は停止中に模擬入力による機能，性能の確認及び校正並びに外観の

確認が可能な設計とする。 

計装設備の可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型空冷ユニ

ット，可搬型計測ユニット用空気圧縮機及び燃料貯蔵プール等水位，燃料

貯蔵プール等水温，代替注水設備流量，スプレイ設備流量，燃料貯蔵プー

ル等空間線量率，燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）のパラメータを計

測する可搬型重要計器は，模擬入力による機能，性能の確認及び校正並び

に外観の確認が可能な設計とする。 
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
１
／

16
）

 

 

 
(１

) 
臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計
装

設
備
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 槽 の 放 射 線 レ ベ ル 

放
射
線
レ
ベ
ル
 

ガ
ン
マ
線
：

1E
-1
～
 

1
E+
6μ

Sv
/
h 

1
E+
0～

1E
+
4μ

Sv
/h
 

半
導
体
検
出
器
 
未
臨
界
に
移
行
し
た
こ
と
を
携
行
型
の

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
用
い
て
セ
ル
周
辺

の
線
量
率
に
よ
り
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

3 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

中
性
子
線
：

1E
-2
～
 

1
E+
4μ

Sv
/
h 

比
例
計
数
管
 

3 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

電
離
箱
 

臨
界
事
故
の
発
生
を
判
断
す
る
た
め

,

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
4 

－
 

○
 

－
 

－
 

② 貯 槽 掃

気 圧 縮 空

気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
30
Nm

3 /
h 

0～
20
Nm

3 /
h 

熱
式
 

水
素
掃
気
成
功
判
断
の
た
め

,重
大
事

故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視

可
能
と
す
る
。
 

1
8 

－
 

－
 

×
 

※
4 

－
 

－
 

③ 廃 ガ ス

貯 留 槽 の

圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0～
1M
Pa
 

0～
0.
5M
Pa
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
/廃

ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
完

了
判
断
の
た
め

,重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

1
9 

－
 

○
 

－
 

－
 

④ 廃 ガ ス

貯 留 槽 の

入 口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
13
6N
m
3 /
h 

0～
13
6N
m
3 /
h 

差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め

,重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

4 
－
 

○
 

○
 

－
 

⑤ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 放 射

線 レ ベ ル 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル
 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

電
離
箱
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め

,重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

4 
－
 

○
 

－
 

－
 

⑥ 溶 解

槽 の 圧
力 

溶
解
槽
圧
力
 

-
2～

2k
Pa
 

-
2～

2k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

溶
解
槽
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

4 
－
 

○
 

〇
 

－
 

⑦ 廃 ガ ス

洗 浄 塔 の

入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3.
5～

2k
P
a 

-
3.
5～

2k
P
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ
ス

洗
浄

塔
の

状
態

を
把

握
す

る
た

め
，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2 
－
 

○
 

〇
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
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1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
２
／

16
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計
装

設
備
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
3  

0～
15
0℃

 
2
9～

13
0℃

 
熱
電
対
 

測
温
抵
抗
体
 

発
生
防
止

対
策
の

成
否

判
断
／

拡
大
防

止
対
策
の

開
始
判

断
／

貯
槽
等

の
溶
液

温
度
の
監

視
の
た

め
，

重
大
事

故
時
に

想
定
さ
れ

る
変
動

範
囲

を
監
視

可
能
と

す
る
。
 

1
06
 

5
5 

1
8 

○
 

－
 

○
 

［
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑭
冷
却
コ
イ
ル
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑮
内
部
ル
ー
プ
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 貯 槽 等 の 液 位 

貯
槽
等
液
位

※
4  

液
位
：
0～

80
kP
a 

密
度
：
0～

30
kP
a 

液
位
：
0～

65
kP
a 

密
度
：
0～

22
.1
7k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大
防

止
対

策
に

お
け

る
貯

槽
等

へ
の

注
水
の

開
始

判
断

／
貯

槽
等

へ
の

注
水

量
の
決

定
／

拡
大

防
止

対
策

の
成

否
判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す

る
。
 

1
06
 

5
3 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
①
 貯

槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
注
水
流
量
］

※
2  

「
⑯
貯
槽
等
注
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

［
凝
縮
水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

③ 凝 縮 器 出 口 の 排 気 温 度 

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
 

0～
13
0℃

 
2
9～

13
0℃

 
熱
電
対
 

測
温
抵
抗
体
 

発
生
蒸
気

の
凝
縮

効
果

を
監
視

す
る
た

め
，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動

範
囲
及
び

蒸
気
発

生
元

で
あ
る

貯
槽
温

度
の

上
限

値
ま

で
を

監
視

可
能

と
す

る
。
 

1
2 

－
 

1
5 

○
 

－
 

○
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
 貯

槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

［
凝
縮
水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
３
／

16
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

④ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ
の

目
詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断
に

用
い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑤ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の
目

詰
ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に
用

い
る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑥ 凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は 凝 縮 水

槽 の 液 位 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

※
5  

0～
20
kP
a 

0～
2k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
0 

9 
－
 

○
 

○
 

－
 

凝
縮
水
槽
液
位
 

液
位
：

0～
80
kP
a 

密
度
：

0～
5k
Pa
 

液
位
：

0～
64
.9
5k
Pa
 

密
度
：
2.
61
5～

4
.0
66
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2 
2 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
3  

「
③
 貯

槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
］

※
3  

「
③
凝
縮
器
出
口
の
排
気
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ 膨 張 槽 の

液 位 

膨
張
槽
液
位
 

0～
10
m 

0～
2.
07
1m
 

ロ
ー
プ
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
内
部
ル
ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が
開

始
で

き
る

こ
と

を

判
断
す
る
た
め

,重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
 

※
4 

－
 

－
 

⑧ 内 部 ル ー プ 通 水

及 び 冷 却 コ イ ル の

圧 力 

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力
 

冷
却
コ
イ
ル
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
98
MP
a 

圧
力
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
冷
却
コ
イ
ル

等
又

は
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が

開
始
で
き
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。

※
６
 

1
8 

－
 

－
 

×
 

※
4 

－
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
4 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
5 
「
⑪
漏
え
い
液
受
皿
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
6 
内
部
ル
ー
プ
通
水
作
業
の
判
断
を
行
う
対
象
は
，
分
離
建
屋
の
分
離
建
屋
内
部
ル
ー
プ

1 
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
４
／

16
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
，「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4 
「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑨ セ ル 導 出

経 路 の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
2  

-
12
～
10
kP
a 

-
5～

10
kP
a 

圧
力
式
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

1
0 

1
0 

－
 

○
 

〇
 

－
 

⑩ 導 出 先 セ

ル の 圧 力 

導
出
先
セ
ル
圧
力

※
3  

-
5～

5k
Pa
 

-
4.
7～

3k
P
a 

圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑪ 漏 え い 液

受 皿 の 液 位 

漏
え
い
液
受
皿
液
位

※
4  

0～
20
kP
a 

0～
15
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

セ
ル

内
漏

え
い

の
有

無
を

確
認

す
る

た

め
，
漏
え
い
液
受
皿
の
重
大
事
故
時
に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

1
8 

－
 

－
 

×
 

※
5 

〇
 

－
 

⑫ 排 水 の

線 量 

排
水
線
量
 

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

半
導
体
検
出
器
 

通
水

ラ
イ

ン
の

循
環

運
転

開
始

判
断

の

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑬ 凝 縮 器 通

水 の 流 量 

凝
縮
器
通
水
流
量
 

2
.3
～
57
2 
m3
/h
 

0～
45
m3
/h
 

電
磁
式
 

凝
縮

器
通

水
流

量
の

調
整

／
冷

却
水

供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態

を

把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
8 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑭ 冷 却 コ イ

ル 通 水 の 流

量 

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
 

0～
13
m3
/h
 

0～
13
m3
/h
 

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
及

び
冷

却
水

通
水

流
量

を
調

整

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
59
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑮ 内 部 ル ー

プ 通 水 の 流

量 

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
 

2
.3
～
10
7m

3 /
h 

0～
17
m3
/h
 

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
及

び
冷

却
水

通
水

流
量

を
調

整

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

5
7 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
５
／

16
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑯ 貯 槽 等 注 水

の 流 量 

貯
槽
等
注
水
流
量
 

0
.0
4～

10
7
m3
/h
 

0～
1.
9m

3 /
h 

電
磁
式
 

貯
槽

等
注

水
流

量
の

調
整

／
貯

槽
等

へ

の
注

水
に

必
要

な
水

供
給

が
で

き
て

い

る
こ
と
の
成
否
判
断
を
把
握
す
る
た
め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
67
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑰ 建 屋 給 水 の

流 量 

建
屋
給
水
流
量
 

0～
48
0 
m
3 /
h 

0～
18
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

各
建

屋
に

供
給

す
る

冷
却

水
流
量

の
調

整
／
各

建
屋

に
必

要
な

水
供

給
が

で
き

て
い
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

1
5 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
６
／

16
）

 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計
装

設
備
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 圧 縮 空 気 自 動

供 給 貯 槽 の 圧 力 

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

圧
縮
空
気
自

動
供
給
貯

槽
か
ら
圧

縮
空

気
が
供
給
さ

れ
て
い
る

状
態
を
把

握
す

る
た
め
，
重

大
事
故
時

に
想
定
さ

れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

4 
2
※
3  

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 圧 縮 空 気 自

動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

圧
縮
空
気
自

動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
か

ら
圧

縮
空
気
が
供

給
さ
れ
て

い
る
状
態

を
把

握
す
る
た
め

，
重
大
事

故
時
に
想

定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

③ 機 器 圧 縮 空 気

自 動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

機
器
圧
縮
空

気
自
動
供

給
ユ
ニ
ッ

ト
か

ら
圧
縮
空
気

が
供
給
さ

れ
て
い
る

状
態

を
把
握
す
る

た
め
，
重

大
事
故
時

に
想

定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を

監
視
可
能

と
す

る
。
 

6 
－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

④ 圧 縮 空 気 手 動 供

給 ユ ニ ッ ト 接 続 系

統 の 圧 力 

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

系
統
圧
力
 

液
位
：
0～

80
kP
a 

密
度
：
0～

10
kP
a 

液
位
：

0～
64
.1
8k
Pa
 

密
度
：

0～
5.
29
6k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

圧
縮
空
気
手

動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
接

続
系

統
が
健
全
で

あ
り
，
掃

気
開
始
可

能
で

あ
る
か
の
判

断
に
用
い

る
た
め
，

重
大

事
故
時
に
想

定
さ
れ
る

変
動
範
囲

を
監

視
可
能
と
す
る
。
 

6 
－
 

－
 

×
 

※
4 

○
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑤ 貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
60
Nm

3 /
h 

0～
32
Nm

3 /
h 

熱
式
 

面
積
式
 

発
生
防
止
対

策
及
び
拡

大
防
止
対

策
の

成
否
判
断
／

水
素
掃
気

機
能
が
維

持
さ

れ
て
い
る
こ

と
の
監
視

／
拡
大
防

止
対

策
の
開
始
判

断
に
用
い

る
た
め
，

重
大

事
故
時
に
想

定
さ
れ
る

変
動
範
囲

を
監

視
可
能
と
す
る
。
 

2
24
 

4
9 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧

力
］

※
2  

「
⑥
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力

] 

※
2  

「
⑦
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

] 
※

2  
「
⑧
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
供
給
元
貯
槽
圧
力
を
示
す
 

※
4 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
７
／

16
）

 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計
装

設
備
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 水 素 掃 気 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力 

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

1
0 

6 
－
 

○
 

－
 

－
 

[貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

] 
※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ か く は ん 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力 

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

か
く

は
ん

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

6 
－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

[貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

] 
※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑧ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト の 流 量 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
 

0～
13
8.
6N

m3
/h
 

0～
13
8.
6N

m3
/h
 

熱
式
 

機
器

へ
の

圧
縮

空
気

供
給

の
成

否
判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す
る
。
 

1
5 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

[貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

] 
※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑨ 貯 槽 等 水 素

の 濃 度 

貯
槽
等
水
素
濃
度
 

0～
25
vo
l%
 

0～
8v
ol
% 

熱
伝
導
式
 

貯
槽

等
内

の
水

素
濃

度
の

監
視

の
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定
さ

れ
る

変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
⑭
貯
槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
８
／

16
）

 

 

 
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑩ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ
ッ

ト
フ
ィ

ル
タ

の
目
詰

ま
り

に
よ

る
系
統

切
替
の

判
断

に
用
い

る
た

め
，

重
大
事

故
時
に

想
定

さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑪ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気
系

フ
ィ
ル

タ
の

目
詰
ま

り
に

よ
る

系
統
切

替
の
判

断
に

用
い
る

た
め

，
重

大
事
故

時
に
想

定
さ

れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑫ セ ル 導 出 経 路 の 圧

力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
3  

-
12
～
10
kP
a 

-
4.
7～

3k
P
a 

圧
力
式
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

セ
ル

導
出

時
に
お

け
る
導

出
経

路
の
状

態
を

把
握

す
る
た

め
，
重

大
事

故
時
に

想
定

さ
れ

る
変
動

範
囲
を

監
視

可
能
と

す
る
。
 

4 
4 

－
 

○
 

○
 

－
 

⑬ 導 出 先

セ ル の 圧

力 

導
出
先
セ
ル
圧
力

※
2  

-
5～

5k
Pa
 

-
4.
7～

0.
5
kP
a 

圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の
重

大
事
故

時
に

想
定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑭ 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
5  

0～
20
0℃

 
2
9～

13
0℃

 
熱
電
対
 

測
温
抵
抗
体
 

発
生

防
止

対
策
及

び
拡
大

防
止

対
策
に

お
け

る
貯

槽
等
の

温
度
監

視
の

た
め
，

重
大

事
故

時
に
想

定
さ
れ

る
変

動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

9
2 

4
8 

1
8 

○
 

－
 

○
 

[貯
槽
等
水
素
濃
度

] 
※
4  

「
⑨
貯
槽
等
水
素
の
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
5 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
９
／

16
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 供 給

槽 の 液 位 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

供
給
槽
液
位

※
3  

0～
33
.2
7k
Pa
 

0
.4
0～

31
.
73
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

濃
縮
缶
へ
の
供
給
停
止
の
判
断
に
用
い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

○
 

○
 

－
 

［
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
流
量
］

※
2  

0～
0.
14
m
3 /
h 

0～
0.
12
m
3 /
h 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
液
位

に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供

給
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る

た
め
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽

ゲ
デ
オ
ン
の
流
量
計
の
指
示
値
が
ゼ
ロ

で
あ
る
こ
と
を
確
認
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

○
 

〇
 

－
 

② プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加 熱 蒸

気 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温

度
 

0～
15
0℃

 
4
0～

14
3℃

 
測
温
抵
抗
体
 

加
熱
蒸
気
の
停
止
の
判
断
に
用
い
る
た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2 
－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

10
／

16
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 の 圧 力 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
 

-
24
～
2k
Pa
 

-
2～

2k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
測
定
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
測
定
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

○
 

○
 

－
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

11
／

16
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計
装

設
備
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

④ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 気 相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

気
相
部
温
度
 

0～
20
0℃

 
1
00
～
20
0℃

 
熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
測
定
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
測
定
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑤ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 液 相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

液
相
部
温
度

※
3  

0～
20
0℃

 
1
00
～
13
7℃

 
熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能

と
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
測
定
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［

 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

12
／

16
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

情
報
把
握
計
装

設
備
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0～
1M
Pa
 

0～
0.
5M
Pa
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
／
放
出
低
減
対
策
の
判
断
に
用
い
る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
4 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑦ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 入 口

流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
13
6N
m
3 /
h 

0～
13
6N
m
3 /
h 

差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

2 
－
 

○
 

〇
 

－
 

⑧ 廃 ガ ス 洗 浄

塔 の 入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3.
5～

2k
P
a 

-
3.
5～

0k
P
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ
ス
洗

浄
塔
の

状
態

を
把
握

す
る
た

め
，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2 
－
 

○
 

〇
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

13
／

16
）

 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等 の 水 位 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位
 

0～
11
.5
ｍ

〔
超
音
波
式
〕
 

0～
2ｍ

〔
メ
ジ
ャ
ー
〕
 

0～
11
.5
ｍ
 

超
音
波
式
 

メ
ジ
ャ
ー
 

燃
料

が
冠

水
し
て

い
る
こ

と
の

確
認
／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断
／

燃
料
貯

蔵
プ

ー
ル
等

へ
の

注
水

の
成
否

判
断
／

対
策

の
移
行

判
断

／
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

等
の

水
位
監

視
の

た
め

，
超
音

波
式
は

重
大

事
故
時

に
想

定
さ

れ
る
変

動
範
囲

を
監

視
可
能

と
す
る
。
 

な
お

，
メ

ジ
ャ
ー

に
つ
い

て
は

重
大
事

故
等

発
生

初
期
の

水
位
は

基
本

的
に
は

左
記
計
測
範
囲
（

2ｍ
）
内
で
変
動
す
る

こ
と

，
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

の
水

面
に
揺

ら
ぎ

等
が

な
け
れ

ば
超
音

波
式

を
使
用

し
て

計
測

す
る
こ

と
か
ら

，
プ

ロ
セ
ス

変
動

範
囲

が
計
測

範
囲
を

上
回

っ
て
い

て
も
要
求
は
満
足
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

3 
〔
超
音
波
式
〕
 

2 
〔
メ
ジ
ャ
ー
〕
 

9 

－
 

×
 

※
2 

－
 

－
 

0～
11
.5
ｍ
 

電
波
式
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

燃
料

が
冠

水
し
て

い
る
こ

と
の

確
認
／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断
／

燃
料
貯

蔵
プ

ー
ル
等

へ
の

注
水

の
成
否

判
断
／

対
策

の
移
行

判
断

／
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

等
の

水
位
監

視
の

た
め

，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

3 
〔
電
波
式
〕
 

1
2 

〔
エ
ア
パ
ー
ジ

式
〕
 

－
 

○
 

－
 

－
 

② 燃 料 貯 蔵 プ ー ル

等 の 温 度 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温
 

0～
10

0℃
 

2
5～

10
0℃

 

サ
ー
ミ
ス
タ
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
水

温
を

監
視
す

る
た

め
，

重
大
事

故
時
に

想
定

さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

3 

9 

－
 

×
 

※
2 

－
 

－
 

測
温
抵
抗
体
 

熱
電
対
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
水

温
を

監
視
す

る
た

め
，

重
大
事

故
時
に

想
定

さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

－
 

○
 

－
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

 
 

79



第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

14
／

16
）

 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ 代 替 注 水

設 備 の 流 量 

代
替
注
水
設
備
流
量
 

0～
24
0m

3 /
h 
 

0～
24
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
へ
の

注
水

量
の
確

認
／

水
供

給
が
継

続
さ
れ

て
い

る
こ
と

の
監

視
の

た
め
，

重
大
事

故
時

に
想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す

る
。
 

3 
－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

④ ス プ レ イ

設 備 の 流 量 

ス
プ
レ
イ
設
備
流
量
 

0～
11
4m

3 /
h 

0～
11
4m

3 /
h 

電
磁
式
 

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ
ダ

へ
の
供

給
流

量
の
監

視
の

た
め

，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑤ 空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

5
E+
1～

7.
3
E+
8μ

Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
線

量
率

を
監
視

す
る

た
め

，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

2 

4 

－
 

×
 

※
2 

－
 

－
 

1
E-
1～

1E
+
9μ

Sv
/h
 

5
E+
1～

7.
3
E+
8μ

Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
線

量
率

を
監
視

す
る

た
め

，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2 
－
 

〇
 

－
 

－
 

⑥ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
状

態
を

監
視
可

能
と
す
る
。
 

1
2 

7 
－
 

×
 

※
3 

－
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4「

(６
) 

工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

15
／

16
）

 

 

 
(６

) 
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 放 水 砲

の 流 量 

放
水
砲
流
量

※
5  

0～
18
00
m
3 /
h 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

可
搬

型
放

水
砲
の

放
水
量

を
監

視
す
る

た
め

，
重

大
事
故

に
想
定

さ
れ

る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

×
 

※
2 

－
 

－
 

② 放 水 砲

の 圧 力 

放
水
砲
圧
力

※
5  

0～
1.
6M
Pa
 

0～
1.
2M
Pa
 

圧
力
式
 

放
水

時
の

圧
力
を

監
視
す

る
た

め
，
重

大
事

故
に

想
定
さ

れ
る
変

動
範

囲
を
監

視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
 

※
2 

－
 

－
 

③ 空 間 の

線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1E
+
9μ

Sv
/h
 

5
E+
1～

7.
3
E+
8μ

Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
線

量
率

を
監
視

す
る

た
め

，
重
大

事
故
時

に
想

定
さ
れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2 
4 

－
 

〇
 

－
 

－
 

④ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー
ル

等
の
状

態
を

監
視
可

能
と
す
る
。
 

1
2 

7 
－
 

×
 

※
3 

－
 

－
 

⑤ 建 屋 内 の

線 量 率 

建
屋
内
線
量
率
 

1
E+
0～

3E
+
5μ

Sv
/h
 

2
.5
E+
5～

3E
+5
μ
Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

建
屋

内
の

線
量
率

を
監
視

す
る

た
め
，

重
大

事
故

時
に
想

定
さ
れ

る
変

動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

6
1 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1E
+
4μ

Sv
/h
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
情
報
把
握
計
装
設
備
の
接
続
が
放
出
抑
制
対
策
の
柔
軟
性
を
損
な
う
こ
と
か
ら
伝
送
し
な
い
 

※
3 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4「

(５
) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5「

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
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第
6
.2
.
1
－
１
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（

16
／

16
）

 

 

 
(７

) 
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

情
報
把
握
計

装
設
備
へ
の

伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 水 槽 の 水 位 

貯
水
槽
水
位

※
4  

0～
10
m 

0～
67
50
mm
 

ロ
ー
プ
式
 

貯
水

槽
の

水
位
を

監
視
す

る
た

め
，
重

大
事

故
時

に
想
定

さ
れ
る

変
動

範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

8 

[ロ
ー
プ
式

] 

4 

－
 

×
 

※
2 

－
 

－
 

3
00
～
75
00
mm
 

電
波
式
 

貯
水

槽
の

水
位
を

監
視
す

る
た

め
，
重

大
事

故
時

に
想
定

さ
れ
る

変
動

範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

[電
波
式

] 
－
 

○
 

－
 

－
 

② 第 １ 貯 水 槽 給 水

の 流 量 

第
1
貯
水
槽
給
水
流
量

※
4  

0～
18
00
m
3 /
h 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

大
型

移
送

ポ
ン
プ

車
か
ら

吐
出

流
量
を

監
視

す
る

た
め
，

重
大
事

故
に

想
定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
0 

－
 

－
 

×
 

※
3 

－
 

－
 

※
1 
事
故
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4「

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
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第
6
.
2.

1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
１
／

12
）

 

 

 
(1)
 
臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
に
は
常
設
の
計
器
を
使
用
す
る
 

※
2:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 槽 の 放 射 線

レ ベ ル 

放
射
線
レ
ベ
ル

※
1  

ａ
．
放
射
線
レ
ベ
ル
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
臨
界
検
知
用
放
射
線
検
出
器
に
て
貯
槽
の
放
射
線
レ
ベ
ル
を
測
定
す
る
。
 

放
射
線
レ
ベ
ル
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

貯 槽 掃 気

圧 縮 空 気

の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

廃 ガ ス

貯 留 槽

の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
へ
の
放
射
性
物
質
の
導
出
開
始
及
び
完
了
を
判
断
す
る
た
め
に
計
測
し
，
万
一
，
廃
ガ
ス
貯

留
槽
の
圧
力
が
監
視
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
異
な
る
計
測
点
の
圧
力
計
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 貯

留 槽 の 入

口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
へ
の
放
射
性
物
質
の
導
出
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
計
測
し
，
万
一
，
廃
ガ

ス
貯
留
槽
へ
の
流
量
が
監
視
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
異
な
る
計
測
点
の
流
量
計
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
測
定
す

る
。
 

廃 ガ ス 貯 留

槽 の 放 射 線

レ ベ ル 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル
 

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
へ
の
放
射
性
物
質
の
導
出
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
計
測
し
，
万
一
，
廃
ガ

ス
貯
留
槽
の
放
射
線
レ
ベ
ル
が
監
視
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
異
な
る
計
測
点
の
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
の
放
射
線

モ
ニ
タ
に
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
測
定
す
る
。

 

溶 解 槽 の

圧 力 

溶
解
槽
圧
力

※
1  

ａ
．
溶
解
槽
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
溶
解
槽
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 洗

浄 塔 の 入

口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
を
測
定
す
る
。
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第
6
.
2.

1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
２
／

12
）

 

 

 
(2)
 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度
 

ａ
．
貯
槽
等
温
度
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
．
内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
又
は
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流

量
 

ｃ
．
貯
槽
等
液
位
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
計
ガ
イ
ド
管
を
使
用
し

,貯
槽
等
温
度
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
．
貯
槽
の
冷
却
に
必
要
な
冷
却
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
内
部
ル
ー
プ
通
水
の
流
量
又
は
冷
却
コ
イ
ル
通

水
の
流
量
に
よ
り
把
握
し
，
貯
槽
が
沸
点
未
満
に
冷
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ｃ
．
貯
槽
等
の
液
位
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
貯
槽
が
冷
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

測
す
る
。
 

貯 槽 等 の 液 位 

貯
槽
等
液
位
 

ａ
．
貯
槽
等
液
位
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
1．

貯
槽
等
温
度
及
び
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水

槽
液
位
 

ｂ
2．

貯
槽
等
温
度
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽

液
位
及
び
貯
槽
等
注
水
流
量
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
を
使
用
し

,貯
槽
等
液
位
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
1．

貯
槽
等
の
温
度
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り

,貯
槽
等
の
液
位
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
を
推
定
す
る
。
ま

た
，
貯
槽
等
の
温
度
が
沸
点
に
至
っ
て
い
る
場
合
に
は
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
液
位
の
上
昇
率
か
ら

貯
槽
等
液
位
を
推
定
す
る
。
 

ｂ
2．

貯
槽
等
の
温
度
が
沸
点
に
至
っ
て
い
る
場
合
に
は
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
液
位
の
上
昇
率
及
び

貯
槽
等
注
水
流
量
か
ら
貯
槽
等
液
位
を
推
定
す
る
。
 

凝 縮 器 出

口 の 排 気

温 度 

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
 

ｂ
．
貯
槽
等
液
位
及
び
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水

槽
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
液
位
か
ら
推
定
さ
れ
る
凝
縮
水
の
発
生
率
及
び
貯
槽
等
液
位
か
ら
推
定
さ

れ
る
蒸
発
率
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
蒸
気
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

セ ル 導 出 ユ ニ

ッ ト フ ィ ル タ

の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

並
列
に
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
差
圧
計
を
設
置
し
，
片
系
列
運
用
と
す
る
。
一
方
の
系
列
の
差
圧

の
計
測
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
他
方
の
系
列
に
切
り
替
え
る
た
め
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら

な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル

タ の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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6
.
2.

1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
３
／

12
）

 

 

 
(2)
 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は

凝 縮 貯 槽 の 液 位 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
及
び
貯
槽
等
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
か
ら
凝
縮
器
が
所
定
の
性
能
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
，
貯
槽
等
液
位
の
低

下
量
か
ら
凝
縮
水
の
発
生
量
を
推
定
す
る
こ
と
で
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
の
液
位
を
推
定
す
る
。
 

凝
縮
水
槽
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
及
び
貯
槽
等
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
か
ら
凝
縮
器
が
所
定
の
性
能
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
，
貯
槽
等
液
位
の
低

下
量
か
ら
凝
縮
水
の
発
生
量
を
推
定
す
る
こ
と
で
，
凝
縮
水
槽
の
液
位
を
推
定
す
る
。

 

膨 張 槽 の 液 位 

膨
張
槽
液
位
 

―
 

直
接
的
な
計
測
方
法
で
あ
る
た
め
，
可
搬
型
の
計
器
以
外
に
故
障
等
が
発
生
す
る
箇
所
が
な
く
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ

の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

内 部 ル ー プ 通

水 及 び 冷 却 コ

イ ル の 圧 力 

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力
 

冷
却
コ
イ
ル
圧
力
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

セ ル 導 出 経 路

の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力
 

ａ
．
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
を
使
用
し
，
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

導 出 先 セ ル

の 圧 力 

導
出
先
セ
ル
圧
力
 

ａ
．
導
出
先
セ
ル
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

 
ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
に
可
搬
型
圧
力
計
を
接
続
し
，
導
出
先
セ
ル
圧
力
を
測
定
す
る
。 
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6
.
2.

1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
４
／

12
）

 

 

 
(2)
 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

漏 え い 液 受

皿 の 液 位 

漏
え
い
液
受
皿
液
位
 

ａ
．
漏
え
い
液
受
皿
液
位
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
漏
え
い
液
受
皿
液
位
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
に
可
搬
型
漏
え
い
液
受
皿
液
位
計
を
接
続
し

,漏
え
い
液
受
皿
液
位
を

測
定
す
る
。
 

排 水 の 線 量 

排
水
線
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

凝 縮 器 通 水 の

流 量 

凝
縮
器
通
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

冷 却 コ イ ル 通

水 の 流 量 

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

内 部 ル ー プ 通

水 の 流 量 

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

貯 槽 等 注 水 の

流 量 

貯
槽
等
注
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

建 屋 給 水 の 流

量 

建
屋
給
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
５
／

12
）

 

 

 
(3)
 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

圧 縮 空 気 自 動

供 給 貯 槽 

の 圧 力 

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
圧

縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

圧 縮 空 気 自 動

供 給 ユ ニ ッ ト

の 圧 力 

圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
圧
縮
空

気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

機 器 圧 縮 空 気 自

動 供 給 ユ ニ ッ ト

の 圧 力 

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
機
器
圧

縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

圧 縮 空 気 手 動 供 給 ユ

ニ ッ ト 接 続 系 統 

の 圧 力 

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
系
統
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
，
か
く
は
ん
系
統
又
は
計
装
導
圧
配
管
の
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
圧
縮
空

気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ａ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
1．

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
の
空
気
圧
力
 

ｂ
2．

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

ｃ
．
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
配
管
を
使
用
し
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
1．

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
水
素
爆
発
を
想
定
す
る
機
器
へ
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
系
統
の
圧
縮
空
気
圧
力
を

測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ｂ
2．

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
水
素
爆
発
を
想
定
す
る
機
器
へ
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
，
か
く
は
ん
系
統
の
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
系
統
の
圧
縮
空
気
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ｃ
．
機
器
個
別
の
貯
槽
圧
縮
空
気
流
量
を
変
化
さ
せ
，
そ
の
時
の
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
の
変
化
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
り
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
を
推
測
す
る
。
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1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
６
／

12
）

 

 

 
(3)
 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

水 素 掃 気 系 統 圧

縮 空 気 の 圧 力 

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
 

ｂ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｂ
．
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
水
素
爆
発
を
想
定
す
る
機
器
へ
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
，
水
素
掃
気
系
統
の
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
系
統
の
圧
縮
空
気
流
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

か く は ん 系 統 圧

縮 空 気 の 圧 力 

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

ｂ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｂ
．
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
水
素
爆
発
を
想
定
す
る
機
器
へ
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
，
か
く
は
ん
系
統
の
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
系
統
の
圧
縮
空
気
流
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

セ ル 導 出 ユ ニ ッ ト の

流 量 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
を
測
定
す
る
こ
と
で
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測

す
る
。
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1
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表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
７
／

12
）

 

 

 
(3)
 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 槽 等 水 素

の 濃 度 

貯
槽
等
水
素
濃
度
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
等
温
度
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
よ
り
，
貯
槽
等
を
可
燃
限
界
濃
度
未
満
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
空
気
が
供
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
貯
槽
等
が
可
燃
限
界
濃
度
未
満
で
あ
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

ｃ
．
貯
槽
等
温
度
よ
り
，
溶
液
の
性
状
の
変
化
に
応
じ
た
水
素
発
生
量
を
推
測
し
，
貯
槽
等
が
可
燃
限
界
濃
度
未
満

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

セ ル 導 出 ユ ニ ッ ト

フ ィ ル タ の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

並
列
に
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
差
圧
計
を
設
置
し
，
片
系
列
運
用
と
す
る
。
一
方
の
系
列
の
差
圧

の
計
測
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
他
方
の
系
列
に
切
り
替
え
る
た
め
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら

な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

代 替 セ ル 排 気 系

フ ィ ル タ の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

セ ル 導 出 経 路 の

圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力
 

ａ
．
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
を
使
用
し
，
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

導 出 先 セ ル の

圧 力 

導
出
先
セ
ル
圧
力
 

ａ
．
導
出
先
セ
ル
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

 
ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
に
可
搬
型
圧
力
計
を
接
続
し
，
導
出
先
セ
ル
圧
力
を
測
定
す
る
。 

貯 槽 等 の 温

度 

貯
槽
等
温
度
 

ａ
．
貯
槽
等
温
度
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
．
貯
槽
等
水
素
濃
度
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
計
ガ
イ
ド
管
を
使
用
し

,貯
槽
等
温
度
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
．
貯
槽
等
水
素
濃
度
よ
り
，
貯
槽
等
の
溶
液
の
性
状
の
変
化
を
確
認
し
，
貯
槽
等
温
度
を
推
定
す
る
。
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1
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表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
８
／

12
）

 

  
(4)
 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
に
は
常
設
の
計
器
を
使
用
す
る
 

※
2:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

缶 供 給 槽 の 液 位 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
液
位

※
1  

ｂ
．
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
流
量

※
1  

 

ｂ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
液
位
は
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供
給
が
停
止
す
る
こ
と
に
よ
り
，
Ｔ

Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
再
発
が
防
止
で
き
た
こ
と
の
判
断
に
使
用
す
る
た
め
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮

缶
へ
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液
を
供
給
す
る
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
の
流
量
を
分
単
位
の
流
量
に
換
算
し
，
こ
れ
を
監
視
期
間

に
わ
た
り
積
算
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
減
少
量
を
推
定
し
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供

給
が
停
止
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加

熱 蒸 気 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度

※
1  

ａ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
（
他
チ
ャ

ン
ネ
ル
）

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1 ，

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液

相
部
温
度

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
計
に
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
を
測
定
す
る
。
 

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
は
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
加
熱
蒸
気
の
供
給
が
停
止
す
る
こ
と

に
よ
り
，
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
再
発
が
防
止
で
き
た
こ
と
の
判
断
に
使
用
す
る
た
め
，
拡
大
防

止
対
策
の
成
否
に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃

縮
缶
液
相
部
温
度
が
同
様
に
変
動
す
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃

縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ ム

濃 縮 缶 の 圧 力 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1
及
び
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
拡
大
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
成
否
に
よ
り
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮

缶
気
相
部
温
度
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
と
同
様
に
変
動
す
る
こ

と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ

ム 濃 縮 缶 気

相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
拡
大
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
成
否
に
よ
り
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮

缶
圧
力
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
と
同
様
に
変
動
す
る
こ

と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ

ム 濃 縮 缶 液

相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
拡
大
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
成
否
に
よ
り
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮

缶
圧
力
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
と
同
様
に
変
動
す
る
こ

と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
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第
6
.
2.

1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
９
／

12
）

 

 

  
(4)
 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1:
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
に
は
常
設
の
計
器
を
使
用
す
る
 

※
2:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

廃 ガ ス 貯 留

槽 の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 貯 留 槽

の 入 口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
流
量
計
に
て
廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 洗 浄 塔

の 入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
を
測
定
す
る
。
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第
6
.
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1
－
２
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
10
／

12
）

 

 

 
(5)
 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

燃 料 貯 蔵 プ ー

ル 等 の 水 位 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

燃 料 貯 蔵 プ ー ル

等 の 温 度 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

代 替 注 水 設 備

の 流 量 

代
替
注
水
設
備
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

ス プ レ イ 設 備

の 流 量 

ス
プ
レ
イ
設
備
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

燃 料 貯 蔵 プ ー

ル の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ
メ
ラ
）

 
―

 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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1
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表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
11
／

12
）

 
 

 
(6)
 
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

放 水 砲 の 流 量 

放
水
砲
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

放 水 砲 の 圧 力 

放
水
砲
圧
力
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

燃 料 貯 蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ
メ
ラ
）

 
―

 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

建 屋 内 の 線

量 率 

建
屋
内
線
量
率
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
12
／

12
）

 
 

 
(７

) 
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1:
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 水 槽 の 水 位 

貯
水
槽
水
位
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら

,代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

第 １ 貯 水 槽 給 水

の 流 量 

第
1
貯
水
槽
給
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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第 6.2.1－３表 補助パラメータ（重大事故等対処設備）（１／３） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
可搬

型 
常設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

(1)使用

済燃料貯

蔵槽の冷

却等のた

めの設備 

可搬型計測ユニット用

空気圧縮機の出口圧力

（機器付） 

可搬型計測ユニット用空気圧縮

機出口圧力（機器付） 
〇 ― 〇 ― 〇 

可搬型空冷ユニットの

出口圧力（機器付） 

可搬型空冷ユニット出口圧力

（機器付） 
〇 ― 〇 ― 〇 

可搬型空冷ユニット用

冷却装置の圧力（機器

付） 

可搬型空冷ユニット用冷却装置

圧力（機器付） 
〇 ― 〇 ― 〇 

可搬型空冷ユニット用

バルブユニットの流量

（機器付） 

可搬型空冷ユニット用バルブユ

ニット流量（機器付） 
〇 ― 〇 ― 〇 

監視カメラ入口空気の

流量（機器付） 

監視カメラ入口空気流量（機器

付） 
〇 ― 〇 ― 〇 

線量率計入口空気の流

量（機器付） 

線量率計入口空気流量（機器

付） 
〇 ― 〇 ― 〇 

(2)工場

等外への

放射性物

質等の放

出を抑制

するため

の設備 

可搬型中型移送ポンプ

の吐出圧力 
可搬型中型移送ポンプ吐出圧力 〇 ― 〇 ― ― 

(3)電源

設備 
代替電源の電圧等 

前処理建屋可搬型発電機電圧※1 〇 ― 〇 〇 〇 

前処理建屋可搬型発電機燃料油※1 〇 ― 〇 〇 〇 

分離建屋可搬型発電機電圧※1 〇 ― 〇 〇 〇 

分離建屋可搬型発電機燃料油※1 〇 ― 〇 〇 〇 

制御建屋可搬型発電機電圧※1 〇 ― 〇 〇 〇 

制御建屋可搬型発電機燃料油※1 〇 ― 〇 〇 〇 

ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋可搬型発電機電圧※1 
〇 ― 〇 〇 〇 

ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋可搬型発電機燃料油※1 
〇 ― 〇 〇 〇 

高レベル廃液ガラス固化建屋可

搬型発電機電圧※1 
〇 ― 〇 〇 〇 

高レベル廃液ガラス固化建屋可

搬型発電機燃料油※1 
〇 ― 〇 〇 〇 

※1 可搬型発電機付きの計測器で測定するパラメータ  
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第 6.2.1－３表 補助パラメータ（重大事故等対処設備）（２／３） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
可搬

型 
常設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

(3)電源

設備 

（つづ

き） 

代替電源の電圧等 

（つづき） 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設可搬型発電機電圧※1 
〇 ― 〇 〇 〇 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設可搬型発電機燃料油※1 
〇 ― 〇 〇 〇 

母線の電圧 

受電開閉設備 154ｋＶ受電電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

ユーティリティ建屋 6.9ｋＶ運転

予備用主母線電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設 6.9ｋＶ非常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設 6.9ｋＶ非常用母線Ｂ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

非常用電源建屋6.9ｋＶ非常用主

母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

非常用電源建屋6.9ｋＶ非常用主

母線Ｂ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋 6.9ｋＶ非常用母線Ａ電

圧 
― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋 6.9ｋＶ非常用母線Ｂ電

圧 
― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋 6.9ｋＶ運転予備用母線

C1 電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋 6.9ｋＶ運転予備用母線

C2 電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋 460Ｖ非常用母線Ａ電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋 460Ｖ非常用母線Ｂ電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

前処理建屋 6.9ｋＶ非常用母線Ａ

電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

前処理建屋 6.9ｋＶ非常用母線Ｂ

電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

前処理建屋 6.9ｋＶ運転予備用母

線電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

前処理建屋 460Ｖ非常用母線Ａ電

圧 
― 〇 〇 〇 ― 

前処理建屋 460Ｖ非常用母線Ｂ電

圧 
― 〇 〇 〇 ― 

分離建屋 460Ｖ非常用母線Ａ電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

分離建屋 460Ｖ非常用母線Ｂ電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

分離建屋 6.9ｋＶ運転予備用母線

電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

精製建屋 460Ｖ非常用母線Ａ電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

精製建屋 460Ｖ非常用母線Ｂ電圧 ― 〇 〇 〇 ― 

精製建屋 6.9ｋＶ運転予備用母線

電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

※1 可搬型発電機付きの計測器で測定するパラメータ  
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第 6.2.1－３表 補助パラメータ（重大事故等対処設備）（３／３） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
可搬

型 
常設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

(3)電源

設備 

（つづ

き） 

母線の電圧 

（つづき） 

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋 6.9ｋＶ非常用母線Ａ電

圧 

― 〇 〇 〇 ― 

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋 6.9ｋＶ非常用母線Ｂ電

圧 

― 〇 〇 〇 ― 

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋 6.9ｋＶ運転予備用母線

電圧 

― 〇 〇 〇 ― 

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋 460Ｖ非常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋 460Ｖ非常用母線Ｂ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

高レベル廃液ガラス固化建屋

460Ｖ非常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

高レベル廃液ガラス固化建屋

460Ｖ非常用母線Ｂ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

高レベル廃液ガラス固化建屋

6.9ｋＶ運転予備用母線電圧 
― 〇 〇 〇 ― 

燃料油貯蔵タンクの液位 

第１軽油貯槽液位※1 ― 〇 〇 〇 〇 

第２軽油貯槽液位※1 ― 〇 〇 〇 〇 

軽油用タンクローリ液位※1 〇 ― 〇 〇 〇 

(4)情報 

把握計装

設備 

情報把握計装設備の代替

電源の電圧等 

情報把握計装設備可搬型発電

機電圧※2 
〇 ― 〇 〇 ― 

情報把握計装設備可搬型発電

機燃料油※2 
〇 ― 〇 〇 ― 

※1「ＭＯＸ燃料加工施設」と共用する設備 

※2 可搬型発電機付きの計測器で測定するパラメータ 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(１／38) 

 ( １ )   重大事故等に対処するために監視することが必要なパ

ラメータを把握する設備  

 ａ．臨界事故の拡大を防止するために必要な計装設備 

 ［常設重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 臨界検知用放射線検出器 

   臨界検知用放射線検出器の一部は，代替安全保護回路と兼

用する。 

    個   数     24 

計測範囲    1E+0～ 1E+7μＳｖ／ｈ 

計測方式    電離箱 

 

 (ｂ ) 廃ガス貯留設備の圧力計 

個  数     19 

計測範囲    ０～１ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｃ ) 廃ガス貯留設備の流量計 

個  数     ４  

計測範囲    ０～136Ｎｍ３／ｈ 

計測方式    差圧式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(２／38) 

 (ｄ ) 廃ガス貯留設備の放射線モニタ 

個  数     ４     

計測範囲    1E+0～ 1E+7μＳｖ／ｈ  

計測方式    電離箱 

 

 (ｅ ) 溶解槽圧力計（設計基準対象の施設と兼用） 

個  数     ４  

計測範囲    -２～２ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｆ ) 廃ガス洗浄塔入口圧力計（設計基準対象の施設と兼用） 

   廃ガス洗浄塔入口圧力計は，「冷却機能の喪失による蒸発

乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ２     

計測範囲    -3.5～２ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(３／38) 

 ［可搬型重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 可搬型放射線レベル計 

  ⅰ．ガンマ線用サーベイメータ 

    個   数     ３（予備として故障時のバックアップ

を２台） 

計測範囲    1E-1～ 1E+6μＳｖ／ｈ  

計測方式    半導体検出器 

 

  ⅱ．中性子線用サーベイメータ 

    個   数     ３（予備として故障時のバックアップ

を２台） 

計測範囲    1E-2～ 1E+4μＳｖ／ｈ 

計測方式    比例計数管 

 

 (ｂ ) 可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計 

    個   数     18（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 14 台） 

    計測範囲    ０～30Ｎｍ３／ｈ 

    計測方式    熱式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(４／38) 

 ｂ．冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するために必要な計

装設備 

 ［常設重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 貯槽温度計（設計基準対象の施設と兼用） 

  ⅰ．貯槽温度計（熱電対） 

    個   数     41 

    計測範囲    ０～100℃   

    計測方式    熱電対 

 

  ⅱ．貯槽温度計（測温抵抗体） 

    個   数     14 

    計測範囲    ０～150℃  

    計測方式    測温抵抗体 

 

 (ｂ ) 貯槽液位計（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     55 

    計測範囲    液位：０～65ｋＰａ 

密度：０～10ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(５／38) 

 (ｃ ) 漏えい液受皿液位計（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     ９  

計測範囲    ０～13.44ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｄ ) 廃ガス洗浄塔入口圧力計，混合廃ガス凝縮器入口圧力計 

  （設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     10 

計測範囲    -12～２ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 ［可搬型重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 可搬型貯槽温度計 

  ⅰ．可搬型貯槽温度計（熱電対） 

    個   数     78（予備として故障時のバックアップ

を 39 台） 

    計測範囲    ０～130℃  

    計測方式    熱電対 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(６／38) 

  ⅱ．可搬型貯槽温度計（測温抵抗体） 

    個   数     28（予備として故障時のバックアップ

を 14 台） 

    計測範囲    ０～130℃  

    計測方式    測温抵抗体 

 

  ⅲ．可搬型貯槽温度計（テスター） 

    個   数     18（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 12 台） 

    計測範囲    ０～130℃（熱電対・測温抵抗体） 

    計測方式    テスター 

 

 (ｂ ) 可搬型冷却水流量計 

    個   数     57（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 44 台） 

    計測範囲    2.3～ 107ｍ３／ｈ 

    計測方式    電磁式 

 

 (ｃ ) 可搬型冷却コイル通水流量計  

    個   数     159（予備として故障時及び待機除外

時のバックアップを 106 台） 

    計測範囲    ０～13ｍ３／ｈ 

    計測方式    電磁式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(７／38) 

 (ｄ ) 可搬型貯槽液位計 

    個   数     106（予備として故障時のバックアッ

プを 53 台） 

計測範囲    液位：０～80ｋＰａ 

密度：０～30ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｅ ) 可搬型機器注水流量計 

    個   数     167（予備として故障時及び待機除外

時のバックアップを 126 台） 

    計測範囲    0.04～ 107ｍ３／ｈ 

    計測方式    電磁式 

 

 (ｆ ) 可搬型凝縮器出口排気温度計 

  ⅰ．可搬型凝縮器出口排気温度計（熱電対） 

    個   数     ８（予備として故障時のバックアップ

を４台） 

    計測範囲    ０～130℃   

    計測方式    熱電対 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(８／38) 

  ⅱ．可搬型凝縮器出口排気温度計（測温抵抗体） 

    個   数     ４（予備として故障時のバックアップ

を２台） 

    計測範囲    ０～130℃  

    計測方式    測温抵抗体 

 

  ⅲ．可搬型凝縮器出口排気温度計（テスター） 

    個   数     15（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 10 台） 

    計測範囲    ０～130℃  （熱電対・測温抵抗体） 

    計測方式    テスター 

 

 (ｇ ) 可搬型凝縮器通水流量計 

    個   数     28（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 22 台） 

計測範囲    2.3～ 572ｍ３／ｈ 

計測方式    電磁式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(９／38) 

 (ｈ ) 可搬型凝縮水槽液位計 

    個   数     ２（予備として故障時のバックアップ

を１台） 

計測範囲    液位：０～80ｋＰａ 

密度：０～５ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｉ ) 可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計 

    個   数     20（予備として故障時のバックアップ

を 10 台） 

    計測範囲    ０～1.0ｋＰａ  

    計測方式    差圧式 

 

 (ｊ ) 可搬型フィルタ差圧計 

    個   数     20（予備として故障時のバックアップ

を 10 台） 

    計測範囲    ０～1.0ｋＰａ  

    計測方式    差圧式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(10／ 38) 

 (ｋ ) 可搬型膨張槽液位計 

    個   数     14（予備として故障時のバックアップ

を７台） 

計測範囲    ０～10ｍ 

計測方式    ロープ式 

 

 (ｌ ) 可搬型冷却コイル圧力計 

    個   数     18（予備として故障時のバックアップ

を９台） 

計測範囲    ０～1.6ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｍ ) 可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計 

    個   数     10（予備として故障時のバックアップ

を５台） 

計測範囲    -５～10ｋＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｎ ) 可搬型導出先セル圧力計 

    個   数     16（予備として故障時のバックアップ

を８台） 

計測範囲    -５～５ｋＰａ 

計測方式    圧力式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(11／ 38) 

 (ｏ ) 可搬型漏えい液受皿液位計（計装用ボンベを含む） 

    個   数     18（予備として故障時のバックアップ

を９台） 

    計測範囲    ０～20ｋＰａ 

    計測方式    エアパージ式 

 

 (ｐ ) 可搬型建屋供給冷却水流量計 

    個   数     15（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 10 台） 

    計測範囲    ０～480ｍ３／ｈ 

    計測方式    電磁式 

 

 (ｑ ) 可搬型冷却水排水線量計 

    個   数     10（予備として故障時のバックアップ

を５台） 

    計測範囲    1E-1～ 1E+6μＳｖ／ｈ 

    計測方式    半導体検出器 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(12／ 38)  

 ｃ．放射線分解により発生する水素による爆発に対処するため

に必要な計装設備 

 ［常設重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 圧縮空気自動供給貯槽圧力計 

（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     ２  

計測範囲    ０～1.2ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｂ ) 貯槽掃気圧縮空気流量計（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     49 

計測範囲    0.25～ 45Ｎｍ３／ｈ 

計測方式    面積式 

 

 (ｃ ) 水素掃気系統圧縮空気圧力計 

（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     ６  

 計測範囲    ０～1.5ⅯＰａ  

 計測方式    圧力式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(13／ 38) 

 (ｄ ) 廃ガス洗浄塔入口圧力計（設計基準対象の施設と兼用） 

   廃ガス洗浄塔入口圧力計は，「冷却機能の喪失による蒸発

乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ４  

計測範囲    -12～２ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｅ ) 貯槽温度計（設計基準対象の施設と兼用） 

   貯槽温度計は，「冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処す

るために必要な計装設備」のうち 45 台を兼用する。 

  ⅰ．貯槽温度計（熱電対） 

    貯槽温度計（熱電対）は，「冷却機能の喪失による蒸発

乾固に対処するために必要な計装設備」のうち 34 台を兼

用する。 

    個   数     37 

    計測範囲    ０～200℃  

    計測方式    熱電対 

 

 

 

 

 

 

110



第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(14／ 38) 

  ⅱ．貯槽温度計（測温抵抗体） 

    貯槽温度計（測温抵抗体）は，「冷却機能の喪失による

蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     11 

    計測範囲    ０～150℃  

    計測方式    測温抵抗体 

 

 ［可搬型重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計 

    個   数     ４（予備として故障時のバックアップ

を２台） 

計測範囲    ０～1.6ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｂ ) 可搬型圧縮空気自動供給ユニット圧力計 

    個   数     ２（予備として故障時のバックアップ

を１台） 

計測範囲    ０～1.6ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(15／ 38) 

 (ｃ ) 可搬型機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計 

    個   数     ６（予備として故障時のバックアップ

を３台） 

計測範囲    ０～1.6ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｄ ) 可搬型圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力計 

    個   数     ６（予備として故障時のバックアップ

を３台） 

計測範囲    液位：０～80ｋＰａ 

密度：０～10ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｅ ) 可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計 

    個   数     224（予備として故障時及び待機除外

時のバックアップを 175 台） 

計測範囲    ０～60Nm3／ h 

計測方式    熱式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(16／ 38) 

 (ｆ ) 可搬型水素濃度計（冷却器，吸着剤カラム，真空ポンプ，

凝縮液回収容器を搭載） 

    個   数     21（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 14 台） 

計測範囲    ０～25vol% 

計測方式    熱伝導式 

 

 (ｇ ) 可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計 

    個   数     10（予備として故障時のバックアップ

を５台） 

計測範囲    ０～1.6ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｈ ) 可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計 

    個   数     ６（予備として故障時のバックアップ

を３台） 

    計測範囲    ０～1.6ⅯＰａ  

    計測方式    圧力式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(17／ 38) 

 (ｉ ) 可搬型セル導出ユニット流量計 

    個   数     15（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 10 台） 

    計測範囲    ０～138.6Ｎｍ３／ｈ 

    計測方式    熱式 

 

 (ｊ ) 可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計 

   可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計は，「冷却機能の

喪失による蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」と兼

用する。 

    個   数     20（予備として故障時のバックアップ

を 10 台） 

    計測範囲    ０～1.0ｋＰａ 

    計測方式    差圧式 

 

 (ｋ ) 可搬型フィルタ差圧計 

   可搬型フィルタ差圧計は，「冷却機能の喪失による蒸発乾

固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     20（予備として故障時のバックアップ

を 10 台） 

    計測範囲    ０～1.0ｋＰａ 

    計測方式    差圧式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(18／ 38) 

 (ｌ ) 可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計 

   可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計は，「冷却機能の喪失によ

る蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ４（予備として故障時のバックアップ

を２台） 

計測範囲    -５～10ｋＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｍ ) 可搬型導出先セル圧力計 

   可搬型導出先セル圧力計は，「冷却機能の喪失による蒸発

乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     16（予備として故障時のバックアップ

を８台） 

    計測範囲    -５～５ｋＰａ 

計測方式    圧力式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(19／ 38) 

 (ｎ ) 可搬型貯槽温度計 

   可搬型貯槽温度計は，「冷却機能の喪失による蒸発乾固に

対処するために必要な計装設備」のうち 86 台を兼用する。 

  ⅰ．可搬型貯槽温度計（熱電対） 

    可搬型貯槽温度計（熱電対）は，「冷却機能の喪失によ

る蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」のうち 64

台を兼用する。 

    個   数     70（予備として故障時のバックアップ

を 35 台） 

計測範囲    ０～130℃  

計測方式    熱電対 

 

  ⅱ．可搬型貯槽温度計（測温抵抗体） 

    可搬型貯槽温度計（測温抵抗体）は，「冷却機能の喪失

による蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用

する。 

    個   数     22（予備として故障時のバックアップ

を 11 台） 

計測範囲    ０～130℃  

計測方式    測温抵抗体 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(20／ 38) 

  ⅲ．可搬型貯槽温度計（テスター） 

    可搬型貯槽温度計（テスター）は，「冷却機能の喪失に

よる蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用す

る。 

    個   数     18（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 12 台） 

計測範囲    ０～130℃（熱電対・測温抵抗体） 

計測方式    テスター 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(21／ 38) 

 ｄ．有機溶媒等による火災又は爆発に対処するために必要な計

装設備 

 ［常設重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) プルトニウム濃縮缶供給槽液位計 

（設計基準対象の施設と兼用） 

   プルトニウム濃縮缶供給槽液位計は，「冷却機能の喪失に

よる蒸発乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     １  

計測範囲    ０～33.27 ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｂ ) 供給槽ゲデオン流量計（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     １  

計測範囲    ０～0.14ｍ３／ｈ 

計測方式    エアパージ式 

 

 (ｃ ) プルトニウム濃縮缶圧力計（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     １  

計測範囲    -24～２ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(22／ 38) 

 (ｄ ) プルトニウム濃縮缶気相部温度計 

（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     １  

計測範囲    ０～200℃  

計測方式    熱電対 

 

 (ｅ ) プルトニウム濃縮缶液相部温度計 

（設計基準対象の施設と兼用） 

   プルトニウム濃縮缶液相部温度計は，「放射線分解により

発生する水素による爆発に対処するために必要な計装設備」

と兼用する。 

    個   数     １  

    計測範囲    ０～200℃  

計測方式    熱電対 

 

 (ｆ ) プルトニウム濃縮缶加熱蒸気温度計 

（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     ２  

計測範囲    ０～150℃  

計測方式    測温抵抗体 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(23／ 38) 

 (ｇ ) 廃ガス貯留設備の圧力計 

   廃ガス貯留設備の圧力計は，「臨界事故の拡大を防止する

ために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     14 

計測範囲    ０～１ⅯＰａ 

計測方式    圧力式 

 

 (ｈ ) 廃ガス貯留設備の流量計 

   廃ガス貯留設備の流量計は，「臨界事故の拡大を防止する

ために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ２  

計測範囲    ０～136Ｎｍ３／ｈ 

計測方式    差圧式 

 

 (ｉ ) 廃ガス洗浄塔入口圧力計（設計基準対象の施設と兼用） 

   廃ガス洗浄塔入口圧力計は，「冷却機能の喪失による蒸発

乾固に対処するために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ２  

計測範囲    -3.5～２ｋＰａ 

計測方式    エアパージ式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(24／ 38) 

ｅ．使用済燃料貯蔵槽の冷却等のために必要な計装設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

(ａ ) 燃料貯蔵プール等水位計（設計基準対象の施設と兼用）

個  数 ９

計測範囲 650～ 1650ｍｍ

計測方式 超音波式 

(ｂ ) 燃料貯蔵プール等温度計（設計基準対象の施設と兼用）

個  数 ９

計測範囲 ０～100℃

計測方式 熱電対 

(ｃ ) 燃料貯蔵プール等状態監視カメラ

（設計基準対象の施設と兼用）

個  数     ７

(ｄ ) ガンマ線エリアモニタ（設計基準対象の施設と兼用）

個  数 ４

計測範囲 1E-1～ 1E+4μＳｖ／ｈ

計測方式 半導体検出器 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(25／ 38) 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

(ａ ) 可搬型燃料貯蔵プール等水位計

ⅰ．可搬型燃料貯蔵プール等水位計（超音波式）

個  数     ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

計測範囲 ０～11.5ｍ

計測方式 超音波式

ⅱ．可搬型燃料貯蔵プール等水位計（メジャー）

個  数 ２（予備として故障時のバックアップ

を１台）

計測範囲 ０～２ｍ

計測方式 メジャー

ⅲ．可搬型燃料貯蔵プール等水位計（電波式）

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

計測範囲 ０～11.5ｍ  

計測方式 電波式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(26／ 38) 

ⅳ．可搬型燃料貯蔵プール等水位計（エアパージ式）※ １

個  数     12（予備として故障時のバックアップ

を６台）

計測範囲 ０～11.5ｍ

計測方式 エアパージ式

(ｂ ) 可搬型燃料貯蔵プール等温度計

ⅰ．可搬型燃料貯蔵プール等温度計（サーミスタ）

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

計測範囲 ０～100℃  

計測方式 サーミスタ

ⅱ．可搬型燃料貯蔵プール等温度計（測温抵抗体）

個  数 12（予備として故障時のバックアップ

を６台） 

計測範囲 ０～100℃  

計測方式 測温抵抗体
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(27／ 38) 

(ｃ ) 可搬型代替注水設備流量計

個  数     ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

計測範囲 ０～240ｍ３／ｈ

計測方式 電磁式

(ｄ ) 可搬型スプレイ設備流量計

個  数 36（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 24 台）

計測範囲 ０～114ｍ３／ｈ 

計測方式 電磁式 

(ｅ ) 可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ

 可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ用冷却ケース含

む※ １  

個   数     12（予備として故障時のバックアップ

を６台）
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(28／ 38) 

(ｆ ) 可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計

  ⅰ．可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（サーベイメータ） 

個  数 ２（予備として故障時のバックアップ

を１台） 

計測範囲 1E-1～ 1E+6μＳｖ／ｈ

計測方式 半導体検出器 

ⅱ．可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（線量率計）

可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計用冷却ケース含

む※ １  

個   数     ２（予備として故障時のバックアップ

を１台）

計測範囲 1E+3～ 1E+9μＳｖ／ｈ

計測方式 半導体検出器

(ｇ ) 可搬型空冷ユニットＡ※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

(ｈ ) 可搬型空冷ユニットＢ※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(29／ 38) 

(ｉ ) 可搬型空冷ユニットＣ※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

(ｊ ) 可搬型空冷ユニットＤ※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

(ｋ ) 可搬型空冷ユニットＥ※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

(ｌ ) 可搬型監視ユニット※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

(ｍ ) 可搬型計測ユニット※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）

(ｎ ) 可搬型計測ユニット用空気圧縮機※ ２

個  数 ３（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを２台）
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(30／ 38) 

※１  可搬型計測ユニット用空気圧縮機から圧縮空気を

供給する。

※２ けん引車にて運搬を行う。
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(31／ 38) 

 ｆ．工場等外への放射性物質等の放出を抑制するために必要な

計装設備 

 ［常設重大事故等対処設備］ 

 (ａ ) 燃料貯蔵プール等状態監視カメラ 

（設計基準対象の施設と兼用） 

   燃料貯蔵プール等状態監視カメラは，「使用済燃料貯蔵槽

の冷却等のために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ７  

 

 (ｂ ) ガンマ線エリアモニタ（設計基準対象の施設と兼用） 

   ガンマ線エリアモニタは，「使用済燃料貯蔵槽の冷却等の

ために必要な計装設備」と兼用する。 

    個   数     ４  

計測範囲    1E-1～ 1E+4μＳｖ／ｈ 

計測方式    半導体検出器 

 

 (ｃ ) 建屋内線量率計（設計基準対象の施設と兼用） 

    個   数     61 

計測範囲    1E-1～ 1E+4μＳｖ／ｈ 

計測方式    半導体検出器 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(32／ 38) 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

(ａ ) 可搬型放水砲流量計（ＭＯＸ燃料加工施設と共用）

個  数     21（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 14 台）

計測範囲 ０～1800ｍ３／ｈ

計測方式 電磁式

(ｂ ) 可搬型放水砲圧力計（ＭＯＸ燃料加工施設と共用）

個  数 14（予備として故障時のバックアップ

を７台） 

計測範囲 ０～1.6ⅯＰａ

計測方式 圧力式 

(ｃ ) 可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ

 可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラは「使用済燃料貯

蔵槽の冷却等のために必要な計装設備」と兼用する。 

個  数     12（予備として故障時のバックアップ

を６台）
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(33／ 38) 

(ｄ ) 可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（線量率計）

 可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計は「使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のために必要な計装設備」と兼用する。 

個  数     ２（予備として故障時のバックアップ

を１台）

計測範囲 1E+3～ 1E+9μＳｖ／ｈ

計測方式 半導体検出器

(ｅ ) 可搬型建屋内線量率計

個  数 10（予備として故障時のバックアップ

を５台） 

計測範囲 1E+0～ 3E+5μＳｖ／ｈ

計測方式 半導体検出器 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(34／ 38) 

 ｇ．重大事故等への対処に必要となる水の供給に必要な計装設

備 

［常設重大事故等対処設備］ 

(ａ ) 貯水槽水位計（ＭＯＸ燃料加工施設と共用）

個  数 ４

計測範囲 300～ 7500ｍｍ

計測方式 電波式 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

(ａ ) 可搬型貯水槽水位計（ＭＯＸ燃料加工施設と共用）

ⅰ．可搬型貯水槽水位計（ロープ式）

個  数 ８（予備として故障時のバックアップ

を４台）

計測範囲 ０～10ｍ

計測方式 ロープ式

ⅱ．可搬型貯水槽水位計（電波式）

個  数 12（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを８台）

計測範囲 300～ 7500ｍｍ 

計測方式 電波式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(35／ 38) 

 (ｂ ) 可搬型第１貯水槽給水流量計 

（ＭＯＸ燃料加工施設と共用） 

    個   数     30（予備として故障時及び待機除外時

のバックアップを 20 台） 

計測範囲    ０～1800ｍ３／ｈ 

計測方式    電磁式 

 

 ( ２ )   再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムが発生した場合において必要な情報を把握し記

録する設備 

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合において必要な情報を把握し記録

する設備は，「6.2.5.4.1(1)  計測制御装置」と兼用する。 

a.計測制御装置 

(a)制御室における監視設備 

ⅰ.常設重大事故等対処設備 

(i)監視制御盤(「6.1.4.4.1 中央制御室」と兼用) 

    個   数     １式   

(ⅱ )安全系監視制御盤(「6.1.4.4.1 中央制御室」と 

兼用) 

    個   数     １式 
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(36／ 38) 

 (b)情報把握計装設備 

i．常設重大事故等対処設備

(i)情報把握計装設備用屋内伝送系統

個  数     １式

(ⅱ)建屋間伝送用無線装置

個  数     １式 

ⅱ.可搬型重大事故等対処設備

(i)前処理建屋可搬型情報収集装置

台  数 ２（予備として故障時のバックア

ップを１台）

(ⅱ)分離建屋可搬型情報収集装置 

台  数     ２（予備として故障時のバックア

ップを１台）

(ⅲ)精製建屋可搬型情報収集装置 

台  数     ２（予備として故障時のバックア

ップを１台） 

(ⅳ )ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収

集装置

台  数     ２（予備として故障時のバックア

ップを１台） 

(v)高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置

台  数     ２（予備として故障時のバックア
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ップを１台）

第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(37／ 38) 

 (ⅵ )制御建屋可搬型情報収集装置

台 数    ２（予備として故障時のバックア

ップを１台） 

(ⅶ )使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置

台  数     ２（予備として故障時のバックア

ップを１台） 

(ⅷ )制御建屋可搬型情報表示装置

台  数     ２（予備として故障時のバックア

ップを１台） 

(ⅸ )使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置

台  数     ２（予備として故障時のバックア

ップを１台）

(ⅹ)第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置（ＭＯＸ

燃料加工施設と共用）

台  数     ２（予備として故障時のバ

ックアップを１台） 

(ⅺ)第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置（ＭＯＸ

燃料加工施設と共用）

台  数     ２（予備として故障時のバ

ックアップを１台）
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第 6.2.1－４表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様(38／ 38) 

 (ⅻ)情報把握計装設備可搬型発電機（ＭＯＸ燃料加

工施設と共用）  

    台   数     ５（予備として故障時及び

待機除外時のバックアップ

を３台） 
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ヘ．計測制御系統施設の設備 

 

  (４) その他の主要な事項 

  (ⅰ) 制御室等 

    （a） 計測制御装置 

    通常時及び設計基準事故時において，計測制御装置は，再処理施

設の健全性を確保するために必要なパラメータを監視及び制御し，

再処理施設の安全性を確保するために必要な操作を手動により行う

ことができる設計とする。 

    重大事故等が発生した場合において，計測制御装置は，制御室に

おいて，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並

びに記録できる設計とする。 

    計測制御装置は，監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計

装設備で構成する。 

    監視制御盤は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交

流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記録

するための設備であり，常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

    安全系監視制御盤は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，

全交流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合におい

て，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視するた

めの設備であり，常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

    情報把握計装設備は，外的事象による安全機能の喪失を要因とし

て重大事故等が発生した場合及び内的事象による安全機能の喪失を

要因として重大事故等が発生した場合において，重要監視パラメー

136



 

タ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記録するための設備で

あり，可搬型重大事故等対処設備として配備し，常設重大事故等対

処設備として設置する。     

情報把握計装設備は，常設重大事故等対処設備である情報把握計

装設備用屋内伝送系統及び建屋間伝送用無線装置，可搬型重大事故

等対処設備である前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可搬型

情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルトニウ

ム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化建屋

可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃料受

入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬型情

報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建屋可

搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装

置及び情報把握計装設備可搬型発電機で構成する。 

情報把握計装設備は，中央制御室及び緊急時対策所に同様の情報

を伝送することにより，故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムによる共通要因に対して，同時に必要な情報の把握機能が損

なわれない設計とする。 

    情報把握計装設備は，「リ．（１）（ⅰ）（ｂ）（ロ）１） 代替電源設備」の一部

である可搬型発電機及び情報把握計装設備の情報把握計装設備可搬

型発電機により電力を供給する設計とする。 

計測制御装置の監視制御盤は，自然現象，外部人為事象，溢水，

化学薬品漏えい，火災及び内部発生飛散物に対して代替設備による

機能の確保，使用済燃料の再処理の停止等により重大事故等に対処

するための機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間
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伝送用無線装置は，計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御

盤と共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

う計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤と独立した異な

る系統により当該機能に必要な系統を構成することで，独立性を有

する設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報

表示装置は，「リ．（１）（ⅰ）（ｂ）（ロ）１） 代替電源設備」の可搬型発電機，

情報把握計装設備可搬型発電機から電力を供給することで，電気設

備の設計基準対象の施設からの供給で動作する監視制御盤及び安全

系監視制御盤に対して多様性を有する設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，第１保管

庫・貯水所可搬型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収

集装置，制御建屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋可搬型情報表示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，計測

制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤と共通要因によって同

時にその機能が損なわれるおそれがないように，故障時バックアッ
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プを含めて必要な数量を計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視

制御盤が設置される建屋から 100m 以上の離隔距離を確保した第１

保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に分散して保管することで

位置的分散を図る。 

計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤は，安全機能を

有する施設として使用する場合と同様の系統構成で重大事故等対処

設備として使用することにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，他の設備から独立して単独で使用可能なことに

より，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

計測制御装置の監視制御盤は，重大事故等時におけるパラメータ

を記録するために必要な容量を有する設計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，制御室及び緊急時対策所へ収集したパラメータ

を伝送するために必要なデータ伝送量を有する設計とするとともに，

動的機器の単一故障を考慮した予備を含めた数量として前処理建屋

に対して１系統，分離建屋に対して１系統，精製建屋に対して１系

統，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に対して１系統，高レベル

廃液ガラス固化建屋に対して１系統，制御建屋に対して１系統，使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋に対して１系統の必要数７系統に加え，

予備を７系統，合計 14 系統以上を有する設計とする。 

情報把握計装設備の建屋間伝送用無線装置は，制御室及び緊急時

対策所へ収集したパラメータを伝送するために必要なデータ伝送量

を有する設計とするとともに，動的機器の単一故障を考慮した予備
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を含めた数量として前処理建屋に対して１系統，分離建屋に対して

１系統，精製建屋に対して１系統，ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋に対して１系統，高レベル廃液ガラス固化建屋に対して１系統，

制御建屋に対して１系統，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に対して１

系統の必要数７系統に加え，予備を７系統，合計 14 系統以上を有す

る設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報

収集装置，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置及び第２保管庫・

貯水所可搬型情報収集装置は，想定される重大事故等時において必

要なデータ量を伝送することができる設計とする。 

情報把握計装設備の制御建屋可搬型情報収集装置及び使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置は，収集した重要監視パラメ

ータ及び重要代替監視パラメータを電磁的に記録及び保存し，電源

喪失により保存した記録が失われないようにするとともに帳票とし

て出力できる設計とする。また，記録に必要な容量は，記録が必要

な期間に亘って保存できる容量を有する設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建
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屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，必要なデータ量の伝

送及び記録容量を有する設計とするとともに，保有数は，必要数と

して重大事故等の対処に必要な個数を有する設計とするとともに，

故障時バックアップを必要数以上確保する。 

ＭＯＸ燃料加工施設と共用する第１保管庫・貯水所可搬型情報収

集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置及び情報把握計装

設備可搬型発電機は，再処理施設及びＭＯＸ燃料加工施設における

重大事故等対処に必要となるデータの伝送，記録容量及び個数を有

する設計とする。 

計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤は，外部からの

衝撃による損傷を防止できる制御建屋又は使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋に設置し，風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，「ロ．(７)(ⅱ)(ｂ)(ホ) 地震を要因とする重大事故等に

対する施設の耐震設計」に基づく設計とすることでその機能を損な

わない設計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統は，外部か

らの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋，

制御建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に設置し，風（台風）等

により機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の建屋間伝送用無線装置は，風（台風），竜巻，

積雪及び火山の影響に対して，風（台風）及び竜巻による風荷重，

積雪荷重及び降下火砕物による積載荷重により機能を損なわない設
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計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統は，溢水量

及び化学薬品の漏えいを考慮し，影響を受けない位置への設置及び

被水，被液防護を講ずる設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，外部からの衝撃によ

る損傷を防止できる第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に

保管し，風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，「ロ．(７)(ⅱ)(ｂ)(ホ) 地震

を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基づく設計と

することでその機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可
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搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，溢水量及び化学薬品

の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの保管及び被水，被液

防護を講ずる設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，想定される重大事故

等が発生した場合においても操作に支障がないように，線量率の高

くなるおそれの少ない場所の選定又は当該設備の設置場所への遮蔽

の設置等により当該設備の設置場所で操作可能な設計とする。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置は，可搬型監視

ユニット内に搭載することで，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内の環

境条件を考慮しても機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の可搬型情報収集装置と情報把握計装設備用屋

内伝送系統及び建屋間伝送用無線装置との接続，可搬型情報収集装
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置と可搬型情報表示装置との接続は，コネクタ方式又はより簡便な

接続方式とし，現場での接続が容易に可能な設計とする。 

計測制御装置の監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計装

設備は，再処理施設の運転中又は停止中に，模擬入力による機能，

性能確認（表示）及び外観確認が可能な設計とする。 

   １） 計測制御装置 

［常設重大事故等対処設備］ 

ⅰ） 情報把握計装設備 

情報把握計装用設備用屋内伝送系統 

14 系統（うち予備７系統）  

建屋間伝送用無線装置   14 系統（うち予備７系統） 

ⅱ） 監視制御盤（「ヘ．（４）（ｉ）制御室等」と兼用） 

           １ 式            

ⅲ） 安全系監視制御盤（「ヘ．（４）（ｉ）制御室等」と兼用） 

           １ 式 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

ⅰ） 情報把握計装設備 

前処理建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

分離建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

精製建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 
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クアップを１台） 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

制御建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置（ＭＯＸ燃料加工施

設と共用）         ２ 台（予備として故障時バッ 

               クアップを１台） 

第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置（ＭＯＸ燃料加工施

設と共用）         ２ 台（予備として故障時バッ 

               クアップを１台） 

制御建屋可搬型情報表示装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置 

 ２ 台（予備として故障時バッ 

クアップを１台） 
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情報把握計装設備可搬型発電機（ＭＯＸ燃料加工施設と共用） 

 ５ 台（予備として故障時バッ 

クアップを３台） 
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6.2.5 制 御 室 

6.2.5.1 概  要 

重大事故等が発生した場合において，制御室にて「6.2.1 計装設備」

の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記録す

るため，計測制御装置を設ける。 

計測制御装置は，監視制御盤及び安全系監視制御盤を常設重大事故等

対処設備として位置付ける。情報把握計装設備は，常設重大事故等対処

設備として設置するとともに、可搬型重大事故等対処設備として配備す

る。 

情報把握計装設備の一部は，ＭＯＸ燃料加工施設と共用する。 
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6.2.5.2 設計方針 

  また，重大事故等が発生した場合において，制御室にて「6.2.1 計装

設備」の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記

録できる設計とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記録で

きる設備として計測制御装置を設ける設計とする。 

計測制御装置は，監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計装設

備で構成し，重大事故等の発生要因に応じて対処に有効な設備を使用し，

監視及び記録する設計とする。 

監視制御盤及び安全系監視制御盤は，内的事象による安全機能の喪失

を要因とし，全交流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場

合において，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並

びに記録するための設備として，常設重大事故等対処設備に位置付ける。 

情報把握計装設備は，外的事象による安全機能の喪失を要因として重

大事故等が発生した場合及び内的事象による安全機能の喪失を要因とし

て重大事故等が発生した場合において，重要監視パラメータ及び重要代

替監視パラメータを監視並びに記録する設備として，可搬型重大事故等

対処設備として配備し，常設重大事故等対処設備として設置する。 

情報把握計装設備は，制御室及び緊急時対策所に同様の情報を伝送し，

記録することにより，故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

による共通要因に対して，同時に必要な情報の把握及び記録機能が損な

われない設計とする。 

 情報把握計装設備の一部は，ＭＯＸ燃料加工施設と共用する。 
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 (１) 多様性，位置的分散 

基本方針については，「1.7.18（１） ａ．多様性，位置的分散」に示す。 

１）計測制御装置 

 （ａ）常設重大事故等対処設備 

計測制御装置の監視制御盤は，地震等により機能が損なわれる場

合，代替設備による機能の確保により機能を維持する設計とする。

また，必要に応じて使用済燃料の再処理を停止する等の手順を整備

する。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御

盤と共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

う計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤と独立した異な

る系統により当該機能に必要な系統を構成することで，独立性を有

する設計とする。 

 （ｂ）可搬型重大事故等対処設備 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報

表示装置は，「9.2.2.3 主要設備及び仕様」の可搬型発電機，情報

把握計装設備可搬型発電機から電力を供給することで，電気設備の

設計基準対象の施設からの供給で動作する計測制御装置の監視制御
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盤及び安全系監視制御盤に対して多様性を有する設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，第１保管

庫・貯水所可搬型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収

集装置，制御建屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋可搬型情報表示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，計測

制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤と共通要因によって同

時にその機能が損なわれるおそれがないように，故障時バックアッ

プを含めて必要な数量を計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視

制御盤が設置される建屋から 100m 以上の離隔距離を確保した第１

保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に分散して保管することで

位置的分散を図る。 

 

 (２) 悪影響防止 

基本方針については，「1.7.18（１） ｂ．悪影響防止」に示す。  

１）計測制御装置 

（ａ）常設重大事故等対処設備 

計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤は，安全機能を

有する施設として使用する場合と同様の系統構成で重大事故等対処

設備として使用することにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，他の設備から独立して単独で使用可能なことに
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より，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 (３) 個数及び容量 

  基本方針については，「1.7.18（２） 個数及び容量」に示す。 

１）計測制御装置 

（ａ）常設重大事故等対処設備 

計測制御装置の監視制御盤は，重大事故等時におけるパラメータ

を記録するために必要な容量を有する設計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，制御室及び緊急時対策所へ収集したパラメータ

を伝送するために必要なデータ伝送量を有する設計とするとともに，

動的機器の単一故障を考慮した予備を含めた数量として前処理建屋

に対して１系統，分離建屋に対して１系統，精製建屋に対して１系

統，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に対して１系統，高レベル

廃液ガラス固化建屋に対して１系統，制御建屋に対して１系統，使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋に対して１系統の必要数７系統に加え，

予備を７系統，合計 14 系統以上を有する設計とする。 

情報把握計装設備の建屋間伝送用無線装置は，制御室及び緊急時

対策所へ収集したパラメータを伝送するために必要なデータ伝送量

を有する設計とするとともに，動的機器の単一故障を考慮した予備

を含めた数量として前処理建屋に対して１系統，分離建屋に対して

１系統，精製建屋に対して１系統，ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋に対して１系統，高レベル廃液ガラス固化建屋に対して１系統，

制御建屋に対して１系統，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に対して１

系統の必要数７系統に加え，予備を７系統，合計 14 系統以上を有
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する設計とする。 

 

（ｂ）可搬型重大事故等対処設備 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報

収集装置，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置及び第２保管

庫・貯水所可搬型情報収集装置は，想定される重大事故等時におい

て必要なデータ量を伝送することができる設計とする。 

情報把握計装設備の制御建屋可搬型情報収集装置及び使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置は，収集した重要監視パラメ

ータ及び重要代替監視パラメータを電磁的に記録及び保存し，電源

喪失により保存した記録が失われないようにするとともに帳票とし

て出力できる設計とする。また，記録に必要な容量は，記録が必要

な期間に亘って保存できる容量を有する設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，必要なデータ量の伝

送及び記録容量を有する設計とするとともに，保有数は，必要数と
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して重大事故等の対処に必要な個数を有する設計とするとともに，

故障時のバックアップを必要数以上確保する。 

ＭＯＸ燃料加工施設と共用する情報把握計装設備の第１保管庫・

貯水所可搬型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装

置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，再処理施設及びＭＯＸ燃

料加工施設における重大事故等対処に必要となるデータの伝送，記

録容量及び個数を有する設計とする。 

情報把握計装設備の可搬型情報収集装置，可搬型情報表示装置及

び情報把握計装設備可搬型発電機の個数を第 6.2.5－１表に示す。 

 

 (４) 環境条件等 

基本方針については，「1.7.18（３） 環境条件等」に示す。 

１）計測制御装置 

（ａ）常設重大事故等対処設備 

計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤は，外部からの

衝撃による損傷を防止できる制御建屋又は使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋に設置し，風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

計測制御装置の監視制御盤及び安全系監視制御盤は，地震等によ

り機能が損なわれる場合，代替設備による機能の確保，修理の対応

等により機能を維持する設計とする。また，必要に応じて使用済燃

料の再処理を停止する等の手順を整備する。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統及び建屋間

伝送用無線装置は，「1.7.18（５） 地震を要因とする重大事故等に対

する施設の耐震設計」に基づく設計とすることでその機能を損なわ

ない設計とする。 
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情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統は，外部か

らの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋，

制御建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に設置し，風（台風）等

により機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の建屋間伝送用無線装置は，風（台風），竜巻，

積雪及び火山の影響に対して，風（台風）及び竜巻による風荷重，

積雪荷重及び降下火砕物による積載荷重により機能を損なわない設

計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備用屋内伝送系統は，溢水量

及び化学薬品の漏えいを考慮し，影響を受けない位置への設置及び

被水，被液防護を講ずる設計とする。 

（ｂ）可搬型重大事故等対処設備 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，外部からの衝撃によ

る損傷を防止できる第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に

保管し，風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト
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ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，「1.7.18（５） 地震を

要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基づく設計とす

ることでその機能を損なわない設計とする。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，溢水量及び化学薬品

の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの保管及び被水，被液

防護を講ずる設計とする。 

情報把握計装設備の情報把握計装設備可搬型発電機は，積雪及び

火山の影響に対して，積雪に対しては除雪する手順を，火山の影響

（降下火砕物による積載荷重）に対しては徐灰及び屋内へ配備する

手順を整備する。 

情報把握計装設備の前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化
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建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建

屋可搬型情報表示装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表

示装置及び情報把握計装設備可搬型発電機は，想定される重大事故

等が発生した場合においても操作に支障がないように，線量率の高

くなるおそれの少ない場所の選定又は当該設備の設置場所への遮蔽

の設置等により当該設備の設置場所で操作可能な設計とする。 

情報把握計装設備の使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集

装置は，可搬型監視ユニット内に搭載することで，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋内の環境条件を考慮しても機能を損なわない設計とす

る。 

 

 (５) 操作性の確保 

基本方針については，「1.7.18（４）ａ．操作性の確保」に示す。 

１）計測制御装置 

情報把握計装設備の可搬型情報収集装置と情報把握計装設備用屋内

伝送系統及び建屋間伝送用無線装置との接続，可搬型情報収集装置と

可搬型情報表示装置との接続は，コネクタ方式又はより簡便な接続方

式とし，現場での接続が容易に可能な設計とする。 
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6.2.5.4 系統構成及び主要設備 

6.2.5.4.1 中央制御室 

（１） 計測制御装置 

重大事故等が発生した場合，中央制御室において「6.2.1 計装設備」

の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記録でき

る設備として計測制御装置を設置又は配備する。 

また，計測制御装置のうち，設計基準対象の施設と兼用する設備は，

重大事故等対処設備として位置付ける。 

計測制御装置は，監視制御盤，安全系監視制御盤及び情報把握計装設

備で構成し，重大事故等の発生要因に応じて対処に有効な設備を使用し，

監視及び記録する。 

監視制御盤は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力

電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，重要監視パラ

メータ及び重要代替監視パラメータを監視並びに記録するための設備であ

り，常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

安全系監視制御盤は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交

流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，重要監

視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視するための設備であり，

常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

情報把握計装設備は，外的事象による安全機能の喪失を要因として重大

事故等が発生した場合及び内的事象による安全機能の喪失を要因として重

大事故等が発生した場合において，重要監視パラメータ及び重要代替監視

パラメータを監視並びに記録するための設備であり，可搬型重大事故等対

処設備として配備し，常設重大事故等対処設備として設置する。 

情報把握計装設備は，常設重大事故等対処設備である情報把握計装設備
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用屋内伝送系統及び建屋間伝送用無線装置，可搬型重大事故等対処設備で

ある前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可搬型情報収集装置，精製

建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報

収集装置，高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可

搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，第２保管

庫・貯水所可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報表示装置及び情報把

握計装設備可搬型発電機で構成する。 

情報把握計装設備用屋内伝送系統は，「6.2.1.3 主要設備及び仕様」の

可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器にて計測した重要監視パラメータ

及び重要代替監視パラメータを，前処理建屋においては前処理建屋可搬型

情報収集装置に，分離建屋においては分離建屋可搬型情報収集装置に，精

製建屋においては精製建屋可搬型情報収集装置に，ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋においてはウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収

集装置に，高レベル廃液ガラス固化建屋においては高レベル廃液ガラス固

化建屋可搬型情報収集装置に伝送するための系統である。また，これらの

可搬型情報収集装置で収集した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラ

メータを建屋間伝送用無線装置に伝送するための系統である。 

制御建屋に設置する情報把握計装設備用屋内伝送系統は，建屋間伝送用

無線装置から制御建屋可搬型情報収集装置に重要監視パラメータ及び重要

代替監視パラメータを伝送するための系統である。 

建屋間伝送用無線装置は，前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情

報収集装置が収集した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを

制御建屋可搬型情報収集装置及び「9.16 緊急時対策所」へ伝送するため
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の系統である。 

建屋間伝送用無線装置は，制御建屋可搬型情報収集装置及び「9.16 緊

急時対策所」に対し，同様の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメ

ータを伝送することで，故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

による共通要因に対して，同時に必要な情報の把握機能が損なわれること

はない。 

第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置及び第２保管庫・貯水所可搬型

情報収集装置については，当該装置に制御建屋可搬型情報収集装置及び

「9.16 緊急時対策所」への伝送機能を搭載する。 

前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可搬型情報収集装置，精製建

屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収

集装置，高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置，第１保管庫・

貯水所可搬型情報収集装置及び第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置は，

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，

高レベル廃液ガラス固化建屋，第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水

所の「6.2.1.3 主要設備及び仕様」の可搬型重要計器及び可搬型重要代

替計器にて計測した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを収

集する。 

収集した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，建屋間伝

送用無線装置にて，制御建屋可搬型情報収集装置及び「9.16 緊急時対策

所」に伝送する。 

制御建屋可搬型情報収集装置は，前処理建屋可搬型情報収集装置，分離

建屋可搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス固化建屋可

搬型情報収集装置，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置及び第２保管
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庫・貯水所可搬型情報収集装置より伝送される重要監視パラメータ及び重

要代替監視パラメータを収集し，記録する。また，使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋可搬型情報収集装置より伝送される重要監視パラメータ及び重要代

替監視パラメータについても収集し，記録する。 

制御建屋可搬型情報収集装置にて収集した重要監視パラメータ及び重要

代替監視パラメータは，電磁的に記録及び保存し，電源喪失により保存し

た記録が失われないようにするとともに帳票として出力できる。また，記

録に必要な容量は，記録が必要な期間に亘って保存できる容量を有する。 

制御建屋可搬型情報表示装置は，中央制御室に配備し，制御建屋可搬型

情報収集装置にて収集した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメー

タを監視する。 

制御建屋可搬型情報収集装置及び制御建屋可搬型情報表示装置は， 

「9.16 緊急時対策所」の緊急時対策建屋情報把握設備の情報収集装置

及び情報表示装置と同様の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメー

タを監視及び記録することで，故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムによる共通要因に対して，同時に必要な情報の把握及び記録機能が

損なわれることはない。 

中央制御室において情報把握計装設備が設置されるまでの重要監視パラ

メータ及び重要代替監視パラメータの監視及び記録は，実施組織要員が

「9.17 通信連絡設備」の「9.17.2 重大事故等対処施設」を用いて，所

定の頻度（1 時間 30 分）で中央制御室に情報伝達し，監視するとともに

記録用紙に記録する。 

情報把握計装設備の電源は，代替電源として「9.2 電気設備」の

「9.2.2 重大事故等対処施設」の可搬型発電機及び情報把握計装設備可

搬型発電機により給電する。 
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主要な設備は，以下のとおりとする。 

ⅰ)情報把握計装設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

情報把握計装設備用屋内伝送系統 

建屋間伝送用無線装置 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

前処理建屋可搬型情報収集装置 

分離建屋可搬型情報収集装置 

精製建屋可搬型情報収集装置 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置 

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置 

制御建屋可搬型情報収集装置 

制御建屋可搬型情報表示装置 

第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 

第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 

ⅱ)代替電源設備 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

情報把握計装設備用可搬型発電機 

情報把握計装設備用可搬型電源ケーブル 

前処理建屋可搬型発電機（「9.2 電気設備」と兼用） 

分離建屋可搬型発電機（「9.2 電気設備」と兼用） 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機 

（「9.2 電気設備」と兼用） 

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機 

（「9.2 電気設備」と兼用） 
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制御建屋可搬型発電機（「9.2 電気設備」と兼用） 

ⅲ)計測制御装置 

［常設重大事故等対処設備］ 

監視制御盤（「6.1.4.4.1中央制御室」と兼用） 

安全系監視制御盤（「6.1.4.4.1中央制御室」と兼用） 

 ⅳ)電気設備 

直流電源設備（「9.2 電気設備」と兼用） 

計測制御用交流電源設備（「9.2 電気設備」と兼用） 

 

重大事故等時のパラメータを監視及び記録するための設備の系統概要図

を第6.2.5－８図及び第6.2.5－９図に示す。 
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6.2.5.4.2 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室 

（１） 計測制御装置 

  重大事故等が発生した場合，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室において「6.2.1 計装設備」の重要監視パラメータ及び重要代替監

視パラメータを監視並びに記録できる設備として計測制御装置を設置又は

配備する。また，計測制御装置のうち，設計基準対象の施設と兼用する設

備は，重大事故等対処設備として位置付ける。 

安全系監視制御盤は，内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交

流動力電源の喪失を伴わない重大事故等が発生した場合において，重要監

視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視するための設備であり，

常設重大事故等対処設備として位置付ける。  

  情報把握計装設備は，外的事象による安全機能の喪失を要因として重大

事故等が発生した場合及び内的事象による安全機能の喪失を要因として重

大事故等が発生した場合において，重要監視パラメータ及び重要代替監視

パラメータを監視並びに記録するための設備であり，可搬型重大事故等対

処設備として配備し，常設重大事故等対処設備として設置する。  

  情報把握計装設備は，常設重大事故等対処設備である情報把握計装設備

用屋内伝送系統及び建屋間伝送用無線装置，可搬型重大事故等対処設備で

ある使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置及び使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置で構成する。 

情報把握計装設備用屋内伝送系統は，「6.2.1.3 主要設備及び仕様」の

可搬型重要計器及び可搬型重要代替計器にて計測した使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置に伝送するための系統である。ま

た，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置で収集した重要監視
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パラメータ及び重要代替監視パラメータを建屋間伝送用無線装置に伝送す

るための系統である。さらに，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収

集装置で収集した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置に伝送するための系統である。 

建屋間伝送用無線装置は，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集

装置が収集した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを制御建

屋可搬型情報収集装置及び緊急時対策所へ伝送するための系統である。 

建屋間伝送用無線装置は，制御建屋可搬型情報収集装置及び緊急時対策

所に対し，同様の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを伝送

することで，故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる共通

要因に対して，同時に必要な情報の把握機能が損なわれることはない。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置は，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋の可搬型重要計器にて計測した重要監視パラメータを収集す

る。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置にて収集した重要監視

パラメータは，建屋間伝送用無線装置を介し，制御建屋可搬型情報収集装

置に伝送する。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置は，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋での可搬型重要計器にて計測した重要監視パラメータを記録

する。 

使用済燃料受入れ及び貯蔵建屋可搬型情報収集装置にて収集した重要監

視パラメータは，電磁的に記録及び保存し，電源喪失により保存した記録

が失われないようにするとともに帳票として出力できる。また，記録に必

要な容量は，記録が必要な期間に亘って保存できる容量を有する。 

使用済燃料受入れ及び貯蔵建屋可搬型表示装置は，使用済燃料の受入れ
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施設及び貯蔵施設の制御室に設置し，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型

情報収集装置にて収集した重要監視パラメータを監視する。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置並びに使用済燃料受入

れ及び貯蔵建屋可搬型表示装置は，制御建屋可搬型情報収集装置及び制御

建屋可搬型情報表示装置，「9.16 緊急時対策所」の緊急時対策建屋情報

把握設備の情報収集装置及び情報表示装置と同様の使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋の重要監視パラメータを監視及び記録することで，故意による大型

航空機の衝突その他のテロリズムによる共通要因に対して，同時に必要な

情報の把握及び記録機能が損なわれることはない。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室において情報把握計装設

備が設置されるまでの重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの

監視及び記録は，実施組織要員が「9.17 通信連絡設備」の「9.17.2 重

大事故等対処施設」を用いて，所定の頻度（1 時間 30 分）で使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室に情報伝達し，監視するとともに記録

用紙に記録する。 

 

情報把握計装設備の電源は，代替電源として「9.2 電気設備」の

「9.2.2 重大事故等対処施設」の使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

可搬型発電機により給電する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

ⅰ)情報把握計装設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

情報把握計装設備用屋内伝送系統 

建屋間伝送用無線装置 

［可搬型重大事故等対処設備］ 
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使用済燃料受入れ及び貯蔵建屋可搬型情報収集装置 

使用済燃料受入れ及び貯蔵建屋可搬型情報表示装置 

ⅱ)代替電源設備 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 

（「9.2 電気設備」） 

ⅲ)計測制御装置 

［常設重大事故等対処設備］ 

監視制御盤（「6.1.4.4.1中央制御室」と兼用） 

直流電源設備（「9.2 電気設備」） 

ⅳ)電気設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

計測制御用交流電源設備（「9.2 電気設備」） 

 

重大事故等時のパラメータを監視及び記録するための設備の系統概

要図を第6.2.5－８図及び第6.2.5－９図に示す。 
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